













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































y生活をとt)組み,自律的な柵 を強めてゆこうとする運動が, 史 化や スポー ツサ -クJi･などにみ られ る よ








































































































行などにみられYc,としても,触ヒ晦 行楽地の面一北が進んでいるため.その日由掛 まさ らに乏しくなっていも点にあ
らわれている｡
かっての観光地 行楽地i,多(.歴史的文化畳軌 あるい挿すぐれた泉勝勝などの自然顔源により深く俵存し.それ












Iも 次第に消牡者の創造性を奪いっつあり.この結鼠 その反作偽が,若干ではあるがあらわれているOすなわち 今
日のVクリェ-Vヨy要求では,柵神的疲労を回復するためには,よt)主体的な活動が求められることに対して,現実
に供給されもVクリエーVヨソサービスの画一的商pE'E化に対する不満があも｡しかし,今E]の状況では,こういった消
極的 な要求で ある不備です ら.'新しい市場雅子駈)冊鞄として組み込まれ 次の新製品の流行にフィードバックさ
∫









































































































1. 慰 和 的- 肉体的柵神仙こ娘も抵抗の少い消炎的娯楽 ,現実が苦しいときは逃避的なものに向う0
2･転 換 的一 気分を転換させてくつろぐ｡なんでもよいが若干興味をっなげていけはよい｡
5.補 足 的- 自分の労働生活乃至は生活環境o)なかに欠けたものを充足しようとするO｢やってみる塾｣
4.準 備 的一 労働乃至生活に関連して,その周辺をひろ(或はそのものをふっと漂(きわめでおこうとする｡
5.追 求 的- 必ずしも労働生活とは関係ないがある一つの軌 こ興味 (趣味)をもち,極端にいえばそれに生が
いな見出そうとする｡






A 休 瓜 的 段 階 - とくに政忠的に働きかけることの少い放陪
B 実働的避択段階- 与えられる粂件を避択するにとど去る段階















丑はDo)段階を-屈すすめたもo)で棚 的ではないが ,自ら進んで専門的な街軌 こまで逢した鼓術能力あるいは創考の
成架を自発的に ,社会に避元しようとするものである｡
今日Bf本主機社会においてこれらはスポ-ツ,芸能 ,芸術においてプロ化した存在のなかに多く見られるがVクリエー


































るさまざまな生活の訓練 ,築団oj組紐 ･墓相古･施設o)御 船を必堂とするものでありJこ03ことは掛こ気まぐれ的適択ではな
く悪戯的拙続的な追求によってはじめて可能となる性格を傭えているということである｡
図5.5.1 レクリエーL'ヨy生活o)発展モデル
主 体 性允 屈段 階 忠A H;(やすむ) B 幣 讐 C 讐 聖賢 D (警盟 碧 E(星詔 )備考 対象の分化
態 度 全体として消也 手軽で身近かに 既成の機会を槌 自ら参加し体験 払超的で触続的 レクリエーレヨ
的で ｢何もしな 入手できるもの 也的に適択するoするo粒会その な追求により.
い｣ ｢プラプラ を思いつき的 ｢きはらしJ. ものをつくり也 専門Vベルに連 y后動の自由度
している状態｣ 遊ぶ凸 ｢暇つぶ いわゆる消盟性 o相当oj鐘頗 しそ0)､巣を杜 が満まるにつれ
し｣ 娯楽が中心 組織 rql俳などoj茶殻を必要とするo 金に還元してゆく○ 且 も宇禦 紳TJ知 的活動音楽 .菩能造 形生 活 技趣 味ス ポ ー ツスポーツl… … i析
行 動実 例







れる似 会 .組 執 ,空間項境などを別逝する契粒となるU亡方.壁,訳は現寅の･_tj=痛 と与えられた比企的 ･空間的条件との牙
僻か ら生 じるO 図 5.41および2
こ こで は主と して ,将来のレクiIェーVヨyせき求を発展させ具体的な行動を決定してゆく場合に大きな影等力をもっと
考え ら れ る 5っの因 子 八 郎 的 能 力 , 余 酎 r't]峠IiU.生活鵜Efl,澗IFr府道 .生括空けt.Jをとりあげ.各因子について.考えら
れる将来変化を設篭し つ つ . V ク リ エ ー Vヨ1/のより具体的な変化動向を推測しようとした｡




( 巨 二垂 垂 _ J i :- _ ｢































2) 金曜時間oj条件 余暇は生癌時間にあらわれた人間0)生産力の余剰であるが .そのあらわれ方は,さまざまなか
たちをとるものであるCすなわち,労働の合い間における短かい時間的余裕とか ,明確なかたちをとってあらわれる





















週 1日 (-ド印 )
日 曜 El
㍗ .







5) 生宿姫団oj粂件 余暇時間の乏しい今日の状況では ,Vク9ェ-レヨyの尭屈分化を可能にする托脚 勺組 は未
発越であるV家族あるいは職掛 ま逃本的lt:生活接地で8.)I),レクL)ェ iー'ヨソ換地をもあわせもっているが .休日や
休暇OJl増大は磯城袋比のVクリニーレヨソ上の役L31を拙少させる一万 ,多様化するL/ク9エーレヨン要求に見合って
損能分化するVクリエーL,ヨソ強E]をっくり出す可能性をもっている｡老若男女の入り成った家族 ,地域,職域はV















の内軸こよって,そ0)血において ,また.空間のコス トにおいて ,都市化に比例してより巨大TJ:努力を蛮紳するもの
になっている｡






















揖市的に黄旺された空間 .半芸馴 七された空間 ,自然的な空間といったもojOjLg土的に組密な使い分けと適切な煤
全だけが ,こうしたマス的でかっ多楳なレクリェーレヨソの要求を満たし得るものであi),もし,これに失政すると
きは,多様なVクリェーレヨy生活を発展させる上での大きな縫晋となることが予想される0


































5 余 暇 時 間 の 保 有 パ タ ー ン




生活時間の分真如こついて .現在の社会科学の領域においでは ,明 確な概軸的分掛 ま存在しなしヽ 池丑の日的によ
り,また対象によl)生活時間の横道 .内項Jiさまざまな分蜘 堀 みられている｡栽5･1.1Lこおいては '若干の分取
例を比較した｡
図5.1.1 生活時間の分娩比較
冨孟者地 糾 問舶 慧 唯 宿刷 査 笠嘉｡生活脚 査 5,4,4:ガリヤ市民の余暇細 注)
19占5 1962 19占0 19占5
労働科学研究所 NHK放送文化研究所 労働省婦人少年局 ブルガ リヤ中央委員会
????????
???????




一般的にいって,生活時間は a)労働のための時間 b)深部のための時r'a c)生理的生活のための時間
d)その他の休-#娯変の時価こ分けられる｡例1ははゞこの分美加こ基(ものIC-あるQ的 2は･外出時liuのなかに労肋
に必要な通勤柑拐以外の家邸その他の交h-h所要時LElを含むもojである.例51ril例 1.を 簡略化 した もので あるO

















めに克当する時間はレクリエーレヨソ時間とはい かゝたいCまた,莱-1罪.作 業た る調理にITQtいても,レクリユ
ーレヨソ的な要主物 'lふ くまれるO拘束性 ,鵡朝性をはなれてより主体的に創逝的に行うilf,･合は ,本野的にはレ
クリエーVヨyと考えてよいであろうが,これは現象的な行動形態のみから判定することができない｡
2) 年令屈･職業別のチエプク
① 広発の労働省階層 (祉鞍者儲) (ホワイトカラー ,プル-力ラ一)には充分適用し得る.また血民や自営層につ
いても同様であるが '労働様式の決定が自律的であり'酌者ほど労助時臥 余喝時間の区分が明確でない｡
㊥ 非故共著屈についてみると
① 乳幼児- 拘束労働はないDまた ,自己の生活時間を意誠的に利用するわけではないから.余暇時間の定親
はあてはまらない｡








去 5.1.2 余暇時 間の単位長 さと分 布
余暇の種 類 内 'JS i サ イ ク ル 11位時間の長さ
1 休 憩 時 間 拘束的労働あるいは家部.学習 (広義の生産労働)の 日 )I包 帯
中間における短かい余暇 (空間的 .時間的拘束性がjc) 1時価以下
2 日 余 暇 労働の(前)後における余頃 .平EIの (軸)夕O 日 占時間以内
土曜の午后 (半 ドン)などの時f払 (自然サイクル)
5 週 末 余 暇 周期的な休日,半 ドン,2E-]休日制等によって')ズムに瑞迫的な変化が予憩される. 過 占-12時間程度
4 その他の休日 非)割切的な休 日 (国民祝FI,メーデー,年末年始,盆Brj立記念日,地方祭El,季肺行中など)一一 や寺定の年 秤 .季 6-12時尚栓旺
畢 一行即と結びついたもの8 (自然サイクル)
5 休 暇 任恵にとれる休日(有休 ,無給-欠勤) 年 以 下 通常 2日以上
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仕串 ,勤番,商売,店番.行摘,配達 ,外交販売 ,出張 ,地坪 ,虚作兼 ,山仕lP,家畜の
世活,出漁I内蔵 ,仕都の準備
学校 (予肺校 ,学習塾を含む)授黄,予皆 ,復習,学校の掃除
炊申.金串の準備やあと片づけなど,掃除,批層 ,戯縫,編物 ,家中手伝などの雑用,
子供の世話,家族の世話,病人の世話,買物
過勤.通学 ,買物 ,訪HF,]などの途上の時間,外出,喝車 ,Jiス




























時 間 ji,t 時 間 数











般に ,年令の低いものほど余掛 id)いが ,とくに就業年令唇と･して59身･まではすべて15%以下である｡これに(
らぺて占0才以上は,5D～40%におよふ 軍神こ串いせは,一触こ就業届である20才以上廟では ,^ 帯と同様
の傾向をしめすか ,午后5時以降においては,20才以下,とくに10-15才屈において蒔(なり1,は 7ゞ0才属





ほか■主 婦層が 全体 としてA帯 より高 くなってい る｡ C掛 こついては,男子の場合とは 同ゞじ傾向がみら
れるC
ロ)礁集階層別 (非就轟音を忘tめて.) .--･ーまず ,叡某省について 掴 5･215)~A帯をみると'地薬 ,労巻お
よび申務販売 〔以下串販)か低(,10･～15%であるのに比し,技官眉,管理層.専門屈においては.15-20
%.とくFこ経営膚においては220/Oまで高くなっている｡またB静においては.全体としてA帯より商いが '桂富廟







(,中 ･壮年盾では,女子が比較的商い｡また,児藍 .生徒屈ではB帯後半の余暇 (放諌後)か増大している｡これ
































⊂⊃ ⊂⊃ 亡) ⊂)
































































⊂) ′∫′′ ′一■/ ヽ ∫′′′′
′7 -I-′′- - - - -
〔q ヽヽI＼ヽ ＼ヽ Jヽ-Iヽ ト､f ､し､,.一 ∫′ノ ノ_′一一二‥--∫
′ し＼ 一一一一 ヽヽ.
i ＼ ヽ＼ 1＼ ′I (I,l :＼ f




































































??????????????? ? ? ? ?
??? ?? ??
? ?
?? ? ?? ?






































ヽ～ ヽ '. ■~■､ ._､ ｢阜





































































































































＼ヽ ＼･＼ ＼＼＼ 1＼ 一



















































こ) I-■一一さヽI ー J .∫/ I , I_一∫ ′_-_ I/I ,/- I /: - :■ヽlヽヽ.し
ロ〕 ､＼ーヽヽヽJ t.I/∫l Tl),＼ ′/′ノノノ一一■-
竃 転 軒 も ー _










? ? ? ?
??? ??
???







































U __-I- f<-′IL､､＼ヽヽ I′ ∫// // { '′ ′一′ ′/ J J- ,- - -チ -′ ~一′＼
′∫Il∫′∫′: (ノ /D] ir ('. r㌔. tI /､＼ _)
■､⊥≒ ∃ 1ー｣＼

















? ? ?〓?? ??? ? ? ?







拓く,20～59才周では,平別二比してや 萄ゝくなるが ,絶対的には放し噸 有串となっているoC執こおける傾向
は男手の墳合と岡棟である9
















⑥ 就学者については,小 .中学校では平Elと日曜日のA,B笛における蓋が明 確であるOただ,乎f3でも午
后5時以降の放縦後は日曜日と大きな変L【油-hないD蒔･大生においては ,比蚊的平Elと日曜日の差はも.ぢまる｡拓絞
生の場合は一般に余暇時間か少なくなっている｡小中学生はC帯の余暇保有 は 早い時矧こ減少する｡















如 ;行われているbまず '平日について男子労働者の場合.既 ･未婚の差は比較的少な(,とくに社会的文化的生活
-66-
図5.2･9
脚 鮒 蝉 研兜Fliの銅山亡Jころ)
展 勅 EjI働 古 rjI鋤 打の 出
!Jl既 TJl払 出沈 Jl拙 無 内
J■潮 干/TI J'価 lpJ才 俄 職
,f+71] 社会的文化的生活家中 生活
■ヽ` ■一■l平こ-:I
丑 yJT.I I-:.Ti.::1 .-I:;i葦lE;:ち.?:拝-l1チ■ _I●.l'>l莱rt,TT;.
L::●● ●I+･:1巨妻l-il ●ー ●●■ ○ ＼＼ ●･●● 収入生活
＼ ●● ● 収入生痕生理的生活
メ 一 ●■一/I,(:.t.<⊥_.rヽ∫'TkこI.エ■■!■'l+I}_J,1二14;トヽ∫▲■▲ ､J-ーrT.･T.IlYi:'{<嫡 .瑞■㌻ -.;EjJ.'LE- .;:l三善i.1:I.こ._∫I_JC:
-占7-
時馴 ま2時間58分とl引喝締= 5分である.これに対して女子のレクジューUヲy時間は ,既婚2時間2分 一独身2
2卿 58分と勘 拭 き(なL).既婚女子労促音に射ナる家中負担の大きさを示しているoこれに対して■主矧こお
いて内職をもつ場合は2時朗45分 ,もたない場合は5時間52分となって内職の負担が藤阪時間,家事労軌 社会
的文化時間の切りつめとなってあらわれていることがわかるo
生 活 時 間 の 分 類 区 分






(工場内生活堵那 -.刺戟前後- (休息.雄踏 ･身d:度 ･周庫･入浴･他)
- 休憩時機- (食gFL休息･姫路 ･身仕度･用便 ･スポーツ･
娯楽 事組合活動 ･他)
通 勤 時 間- I(朝 ･夕)
家 で の 勤 勝
内軸 労鵬 闇t 豊新 芸
眠 - (夜 ･尾)
革- (朝 ･昼 ･夕 ･食中テt/ビ･外食 ･[間食)
り- (身仕度 .用便 ･入浴)
息
奴








そ の 他-- (宗教 ･喫茶 ･のみや ･デパート.内'S不明の外出･.凋査那 己入
その他)




っている｡これに対i/て ,女子労働者の場合は既婚5時間ロ3分 1独身7時間05分と少なiなゥているが ,それは
主として ,家事労銀特徴,既婚る時機10分 ,単身4時笥59分によるところの養いである｡また内職を有する主婦
の場合は '練 日とも､えども2時間52分の労勤 iあり'平日とはi'変らぬ家事労働時働こ対して .勝眠嘩卿 ま短かく
かつ社会的文化時間も5時間45分と一番勧 lくなっている.これに対して .一般主始の場合は ,家書労勧時間か4
時間59分と液少し事その添加 ;睦砂 守衛および社会的文花時間の着千の増加となっている,として結簡的に労働者
の場合'滴数時間をふくめた収入盤惑時肋 i10時尚以上になる%=凱 平貝の疲労は休 日における臓艦時側の延長と
-る8-






分 類 既 婚 男 子 既 婚 女 子
収 入 生 活 拘 束 労 働 時 間 7ウ5占m 占ウ59m
作 菓 明 後 1占 15
通 勤 1.44 1.54
小 計 9.5占 9.Dd
生 理 的 生 活 睡 眠 8.20 7.55
食 事 5占 4占
身 の 廻 り 等 51 1.55
小 計 10.07 9.54
家 事 的 生 活 炊 可手 . 後 片 付 - 1.17
裁 縫 - 8
放 た く t 掃 除 D1 51
育 児 22 55.
小 計 25 5.09
社会的文 イ払う テ レ ビ 1_.15 55
新 聞 19 10
読 者 .か き も の 24 8
そ の 他 の 娯 楽 ll 5
ス ポ ー ツ - 1
生 活 交 際 .雄 鼓 57 19
組 合 活 動 等 25 -











は,都市サラリー マン.工場労働省 ,摘家および魁家 ･漁家の主姐のJi=適材Iilを比較することがBlilEであるoまず ･
収入生鄭串間では,都市主婦 は 勤世帯)では,揃助的収入時間がサラリ-マンでは平均12分 ･労働省では42分
と後者の方が多くなっている｡しかし,本来的に家族労働に依存することの多い窟家および出 .漁家では･主婦の収
入生活時間は昆 ( ,商家ではる時間1占分 .腿家では5時間15分 ･漁家では5時間20分に達している｡この結果
はまず ,家串生活時間の圧痛となり嗣2着における9時間02分･9時間14分に対して商家では5時間07分 ･鹿
家ではる時間5占分 ,漁家では7時間11分となゥているロ
また ,文化的社会的生活時間は全般的に215-4,5時間の跡 二分布 しているか ･商家の場合は2時rlil57分 ,サラ
リー マン世帯の場合は4時間51分と顕著な蓋を示している○
さらに ,同局が19占.1年に東京都の主鰍 こ実施した同様の調査結果を階層的諸指標で分析したものが衰5･2･15
























































適 温 皇室∃ □ 匪変調E=コⅢ皿 ⊂=コ





























労働時間と余暇時間の関係と同掛 こ,比較的自律的な労働横式をもつ階層,たとえは,自営店主 ,農民 ,あるいは
家革労軌こ従事する主婦では,平日と休 Elの区分は必ずしも明確ではなく,主姐の場合をのぞけば,歴史的な休日..
休暇制掛こ依存していることが多いと考えられるOこれこ対して,都fi市傭労働者の大部分は,労働生宿日と,休 日,
休職の区分が明確であるoもちろん近年に軌 ､ては,中小企業における労触 件の近代化 ,戯村の都市化にともなっ
て週休制の実施がすすむ一万 ･すでに週休制を確立した階鳳こおいては一労働時間の短縮から過2El休 Er射トの移行
が拭みられようとしている｡ここでは主として.都市労働者こおける休日 ･休暇の実態をと1)あげるO
すでに･前野の余暇時間の分相こおいて示した如く,現在の都市労働者の休 日はまさに ｢週休｣であって ,拘束労
働こよる肉体的楢神的疲労は,労働生酒日の休卿 寺間では十分に回復されず,休 日に(い込んではじめてLE)注される.









イ)週 休 社会的なリズムとしての週単位の休日,-掛こ日曜日であるが .時宜の職業においては'振宙
休日となる｡







しも ここでは ,内閣総理大臣官房芳韻室が行った19占0 .19占4両年における ｢旅行に関する世論調査｣の結果
について分析をする｡
表 5.5.1 職業階層別･休Fl保有状況
日曜祭日 ほかの日 月2.5 休みは月 計
が休める に休める 回件める 1■回以下 〔英 数)
′占1 平 均 7占% 12年 10% 2% 1005(581)
管 理 職 95 5 -■ - 1DO〔 20)
専 門 技 術 職 80 10 ら 2 100 〔 50)
串 務 職 98 7 2 1 100(255)
労 鞍 峨 占2 18 17 5 10D (27占)
/占4 平 均 27.0 9.1 4.2 4.1 1DO.0(2404)
顎 堤 孟 芸 55.0 28.9 17.9 18.5 loo.0(246)295 507 87 21 100ロ( 75
紬 兼高笑IB還2 51.0 29.4 2.0 17.6 1DO.0( 51)
?7.4 - 2.占 - 100-0〔 58)
8占.7 7.8 4.1 1.4 100.0(294)
占1.4 25.8 8.2 6.占 100.0〔5占5)
明 5占.7 25.9 10.占 8.8 100.0(115)
74.5 ll.0 7.4 7.4 1OD.0(15占)
79.8 14.4 4.1 1.7 100.0〔411)
占22 45 ロa 27 〔57
吐)lil:内働経理大臣官房有識室 :国民の旅行に的する世蹴周査 1961.5
'占4: ◆ :旅行に朋する世論凋査 19占4･10
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両調査の野間項目は同L:であるが .調査時糊 ,サンプリング･分矧 こおいて異な--tいるので ,丑的な比鮫分析はで
きないが .各調査の儀装別相関を比較してみる○まず,19占1梓の調光では,週休制あるいは集El休r-]の確立して







上記の調査に分瓶されない階層 ,軸 苛屑および学生 ･生徒 ･児亜周 ･出展 IFl掛 増 働者においては･休｡の状況


















盤 5.5.2 商店街における休 日数の変化
申業者数 合 計 完全一斉週休 月ヨ回. 月2回 月1回一.他


















衰 5.5.5 規模及び種類別休日の定めある中泉所の比率 (8産業計)
国民の祝日 メー デー 年末.年始 盆 会 社記念日 地方祭 節句等 レクリエー8′ヨン′ その他
500D人以上 % % 鞄 % % cJlO 鶴 % %180.0 88.9 99.5 55.9 52.5 22.2 0.7 ll.8 7.2
1ロ00人以上 100.0 85.8 ??.7 40.7 47.1 21.2 0.6 8.7 且7
500.-999人 100.0 71,9 99.1 49.1 52.占 17.5 1.8 4.4 7.0






又は分割した6労働日の有給休暇を与えなければならない｣と定め .かつ ,継杭勤掛 こともなう加革限度を原BTJとし
て20円までとし,｢使用者は,約2項の規定による有給休暇を労働者の括兼する時季に与えなければならないo但
し晴来された時季に有給休暇を与えることか串某の正常な荘官を妨げる填勧こ虫小では'他の時季Fこれを与えるこ












っぎに,職那 帖 ついてみると,比率に虫いては,牢番専門臥 農林自営屈 ･管理層において5D%以上と蒔く･
商工El首席および労筋層は40%と感 なっ廿も 明確な傾向助 帥 ないにしても･農村臥 菅執 専門 ･ 寧野層で比
較的厚い分布をしめすこと,商工サービスでは掛 噸 向がみられる｡また1回の休日の収大長さについては ･19占1
年の調査によれば2･5日で約58%に連しておl).休暇保有規模の零細さが知られるo
蛮 5.5.4 1回当l)休職の最大日数の分布
回答巻数 休暇なし 2日以上の休職をとったことがあるo2日 5 4 L 5 占 7日以上 不明
計 928人 425人 114人 115人 71人 55人 2計へ 5占人 立入
男 子 占50 288 7口 82 48 24 20 42 2
往)内閣経理大臣官房等鼓室 国民の旅行に関する世論凋査 19占1I5
袈 5.5.5 2円以上の休日数をとった比率と回数
莱数 休の畷あり率 休暇をとった場合の回数 休の暇なし率1回 2恒】 51司 4匝l 5回礼ヒ不明
栓 数 (2404ー 5D.5% 7.8 占.2 4.4 1_8 7.D 5.2 54.2
輿 20 代 ( 215) 55.5 16.9 15.1 占.占 5.5 1D_8 2.8 41.5
50 代 ( 25占) 51.2 14.5 12.9 9.4 5.1 占.5 5.1 48.D
do 27 410 55 84 79 22 5.2 40 559
ヨo 代 ( 179) 44.1 8.9 ?.5 占.7 5.4 ll.7 5.9 49.7-
占0才 以 上 ( 207) 54.8 7.7 5.9 4.8 0.5 ll.1 6.8 4t].占
女 2ロ 代 ( 292) 2占.4 10.占 6.5 2.4 2.1 5.1 1.7 24.5
50 代 〔 54占) 1占.8 5.2 5.2 1.4 0.9 4.占 1.LI 22,0
40 5 159 47 1_7 7 I0 44 4 52
50 代 ( 205) 19.5 2.LI 4.4 2.0 1.5 5.4 5.9 21.5
占0才 以 上 { 184) ?.a 1_1 0.5 1.占 0.5 5.4 0.5 15.占
触 独英 工芸品 芸 ( 25占) 55.5 7.0 8.2 9.0 5.1-19.5 占.6 4占_5?27 11 84 占 7D 占ロ _50 79 8.9
要一吉ス 工芸品 芸 ( 246) 40.2 12.占 7.7 4.9 2.0 7.7 5.5 5?.875 5占0 95 14 27 15 80 - 占40
自由兼その他の他人宮兼 ( 51) 45.1 15_7 7.8 2.0 5.9 5.9 7.8 56.9
〔 58) 50.0 25J 18.5 7.9 - 7.7 - 50.0
( 294) 54.1 18.0 15.0 8.8 2.7 占.5 5.1 45.9
( 5占5) 41.1 ll.5 9.0 a.D 1,1 95 4.1 58.9
企 9人 以 上 ( 115) 57.2 10.6 6.2 4.4 0.9 ?.7 5.5 d2,8
莱 10-29^ ( 15占) 59.7 14.0 ll.0 5.1 1.5 5.9 2.2 占D.5



















希壁するときにとれない理由 として,ある調査の例庄)では摘 属融 和 可しない5L5%淵 凍しにくい= %'成
掛こ影響する2.占髄,同僚に迷惑をかける54.0%,人手不足50･0%,必要でない2.2%となっていて,現実の職
場の人間関係 ,人員配置上これらの休暇取得がきわめて歯連な状況にあることを示している｡






非 故 発 着
Al経 営 者 層 企発経営者,高級官頗
A2労 働 着 席 知的労働者および単純労働者
A5自 営 屈 都市自営業者,自営鹿民
B4歳 菜 世 代 屈 主姐.学生 '煉峨
B5非戯菜世代 腐 乳幼児 ,児缶,生徒 .老年退職者
すなわち.Aにおいては社会的分糞たる労働を加が要諦される屈である. 晒 木王領社会における吐福手段として.
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ま た一般的 な社 会 的盛者 として),P体 重荘社会においては'/Ji産手段の保有者として･またその菅理者とし
てのAl経営者眉と,貿労働者たるA2,FEh その中問的存在たる^5自首僧が,ある｡このうち一AlおよびA2a)的







































c)労働生宿臼および休 日の余暇は .労働時日誹掛こおける余暇 (A,B謂)と休卿 引祁割こおける余掛 こ区分さ
れる｡一般に 〔静における余暇は階偶差が少ないし■平r],休日の差も比較的少blo



























余暇型は.その利用の特質1 .他の余暇では代酋できないため,金側 的 時間短縮のなかで ,駆逃しつつ発展を行う
ものと考えられる｡
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余 暇 時 間 保 有 の 階 層 的 バ ター ン
D 平 日 W 日 曜 日 Y 休 暇
企 菜 経 営 者 屑専 門 的 腰 糞 屈管 理 職 業 余暇時間をすごしている人の割合は,平均より高 一字 - 二 t ,I過 し-rい る率が一番副 ､Pi I事 比 軸 休 眺 め ぐまれてい
い○生活時間的余裕 る E,
まとまった余暇時間をも 夕方--一夜(/Eなつでも保 とくに決っていなtrb
小 企 兼 経 営 者 屈 たない 生ー活時間 有峯鮎 年末.年始 ,盆など伝統塾
f余紗 ない 月に1,2匝ー が多いo
事務 .技術的耽美周熟 練 労 働 背 屈半 熟 執 労 働 者 層 典型的労働者タイプ l昼間の余暇時間が夢<なI-ち., 大企掛 キビ多いo
労働と余掛 1比枚的はつ また商糞は製造より少いo
きり区別されているo 夜は平 日と同様 有給休暇があつても十分消
｢敗に製造業は商業よI) 商店,小企業で 化できていないo
大企兼は小企漢より通勤は住込より余暇時間は長くなる傾向をもつ○ は月に1.2回 目職の大企頻では1部 休暇率半 ドン 低い○5日制 (隔週) 助続年故によりちがうQ
非 熟 練 労 働 者 儲鹿 葉.従 砂 岩 硬の余暇時間が短かく,比較的時間的余掛二王Lbも 漂 ER=芸誓 賢霊芝DL､ウ舶木Tjの誌4.があるロ ､決っていないつ自然のサイクルにあった雌的期があるが ,般近は出稼ぎに使われ,I)ロ
家 庭 婦 人 (平均) 按の余暇とともに,午后の余暇をもっているが ,全体として中間的余裕地業及び ではやや短くなる.また未婚の余暇時間は余裕があ声t iL言言三O<なる糊 と変 と(に決っていなも㌔
学 生 . 生 徒 午后から夕までの余暇時 昼間がいちちるしく蒔 く 夏休み ,冬休み~,春休みな
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占 住宅内 ･外における余暇保有 パターン
占.1 研 究の 目的 と方法
(1)はじ桝こ 近隣あるいは概巾こおけるレクリエーション施設a)利用度は .施設のタイプ.規模と吐逆 .使用料





注,) ここでいう余暇とに生活峠f'iJから拘束的な労働 ,準拘束的な通勤,生存上必要な睦沢 ,金串 ,入浴などの
生活行為に貸される時鹿を除した疾りの時間であって ,El由な親ItEtこよって行動の藩択が可能とされる時間
のことである｡
余暇はわれわれの生活のリズムである日,過 ,月 ,季または年に対応して ,平日金曜 ,週末あるいは日昭E3,年次
休職といった単位長さとサイクJL,をもって分布しているが ,同時にそれは ,住宅 ,耽晩 ,日常的な生活圏 ,広域的h:






t2)原虫料の分矧 こついて 同視盃における生活時間の分類のうち,下記の項目を ｢余暇時間｣としてとり出した｡
分 類 内 容
交 ■ 際 仲間づき合い ,行事-の出席 ,来客とQj応対 ,知人親戚筋間等
休 養 休息 ,ブラブラしていること,だんらん .雄艶等
趣 味 映臥 塀劇 'スポーツ,けい.=印 ,F'-ム,倣* ,ハイキング,その他a)趣味など
薪 脚 雑 誌 新規,雄蕊 .杏物等を読むこと
往 ) レクリエーVヨ-/のた.ba)外出のうち,変通所要時間は含まれていない｡
次に空間の分矧 こついては ,マスコミ利用調査を政El的とするものであるため.,住宅の内外の区分のみであるが .
これから杜金的な空間における余暇分布を知ることができる｡
以上の宜材を再生計して得られたデーターは .ある時間に国民a)何%が余暇を保有していたかな示すものであるQ
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-咽 観 ･.? ･-･














住宅における余唄は ,各時間を戎じて ,大部分 (70-80%)までが ,マスコミとの接鰍こあてられているロ平
日では ,｢股に住宅内が多く,休Elでは ,相対的に外が夢(なる傾向がみられる｡次に.住宅外の余暇時間が多くな





と,前節と同様,乎E]と休E)の差が舶著であるが ,典薬従中老 ,家庭主脚 ,鮮地層ではほとんど変化がなく'また小
企業経営者屈においても差が比卓効勺小さ(なっている｡
前者は,その労働様式 .生活塾からみて ,平日と休 日の区分が明確でないこと.後者にあっては ,E]曜E]a)営薬が
多く,かつ休日制鑑モa)ものが未確立である結果であろうと考えられる｡平日と休日a)差を時間帯別にみると,いう
までもなく,A.B帝では大きIL:差がみられる｡その変化Jミクー-/は瑚∃弓,管理.堺塀 ,企業疑営層では大きな教化
がなく,労妨膚ではやや保有率が低くな.'ている｡通学層では ,小 .申 ,大学生の腹で ,商較生は一番低くな,3てい
る｡
余吸の保有内容についてみると,どの帽届も一般lこマスコミとの連敗が大きな比率を占めている｡ただ .無概屑で
は,｢休杏｣カ執 ttは.囲占.2.1の 70す以上a)場合と合わせ考えて .高年層の余暇保有a増 徴を示すものといえよ
ラ.休日の住宅外では ,一一般に凱美名屑では ｢趣味｣ レクリエーVヨ-/活動がA･B常において多いOとくにこの傾
向はB軌こおいてより大きくなり,休日の午抑 ま,睡眠 ,家串などに用いられていることが考えられる.
主紺声では ･レクリエー Vヨソよりも'交際が多くなっている･全体を適して '住宅外のレクリユーL'ヨy頃動で
紘,良薬者およp-,王姐層において ,その脱会がもっとも限られていることを知ることができる｡Tzお ,囲占.2.1お
よび':6.2,2を適してみると.短時間ではあるが,12時-15時の昼休み時間の存在が.注目される ,とくに ,平EI
tこおいては ,その意味が大であって ,緯El,戸内でa)労軌 こたすきわる場合に ,横取 ,戸外などの休息とレクリエー
V ヨンを楽しむ故金はきわめて貴盟であると考えられる｡
占.5 要 約
1) この分折によって ,余暇時間保有(坪日周別称畳む時間補別 ,住宅内 .外の塁間別に概観することができたO
2) 平日の余軌 ま大部分C帯に集中していて ,その70-80%はマスコミとの接触tこあてられている｡休 日の
C帯においてもこの傾向は変らない.






? ? ?? ?
血 休日一平日差
(串額労働者の場合)





















い.現在の都市生活者に也 ､て,こうした住居･勝 都市･広域軌 こおけるレク]エー Vヨソ利用の実態およU,その
相互閑迎がどうなっているかを明らかにするのが .この研究の目的である0
2) 調査方法








行 動 圏 域 レ ク リ タ イ プ 選 択 肢 使 用 例
-88JL
B 都市生活圏活動 B1. 軸LT性拍改娯鈍 商店街 .デJ{- トプロ野球など映画.音楽会など･{チンコ
l32.野外行盤活動 動物園 .遊盟地ハイキyケサ クリツゲ社寺.紫勝地訪問
B5. スポーツ面動 野球 .バ レー .テニス.スケー ト卓 求-リ-/9-.生山 .ゴルフ
B4.その他の活動 訪 問研 修 (出張)
C 広域生.if圏 C1.休碇的行楽所動 都市見物.現物.名所旧跡見物温泉 .休養 .白銀提訴
C2. スポーツ行楽活動 スキー.堂山 .海水浴 .ゴルフ




Ⅱ 周辺混合地- -i門井町木造7.I-ト街 578


























屈区 休日数 汁 (実数) 日1 2 5 4 日以上5
総 数 100工I(1285) 17,占 21.1 15占 50.5 152
也別 輿 100.0(占52) ll.1 21.8 158 54.4 16.?
女 100.0〔510〕 25,5 20.4 14.9 257 15.7
不 明 占1〕 215 197 9.7 295 -98
戟業 専 管 180.0(202〕 15.9 1占5 ll.4 45JS 14.8
串 版 100.0(450) ll.5 255 15.1 55.7 1占.6
労 務 1t]0.0( 9占) 29.1 2?.1 19.8 155 85
主 嫡 1OD.0(2占4〕 2占5 21占 17.1 22上】 1.2.8
学 生 lt]OJj( 58) 占.? 52 155 458 29.4




すなわち休日の所 有でみると労務城や主婦.あるいは商店従業且などで少い反面ホワイ トカラ 層ーでは半数以上
が4tj以上の休 日をもっている｡またかなuの余曜時間と支出能力.態動性を必要とする旅行はiホワイ 十カラ層と
学生で多くなっている｡
そこで.外出 .旅行しなかった理由についてみると.組数で.1)遊休の混雑 (B5.占%) 2〕疲労(占2.9喋■)



















真 7.2.2 休 日のすcL方
旅行 口帰外出 在宅仕申その他
ー - 100%一日-m-i
∴i 汁 樵 外 荏 & iめ 不 旋 外 荏 熊 そめ行 也 宅 柿 也 明 行 也 宅 悼 他
縫 取 1一10占 2占0 795 28D 151 T6 10占 17.5 52.9 18.7 10.1 1.0
也別 罪 715 155 548 119 5占 5 52 22.5 51.1 17.5 8.2 0.7
女 787 97 410 145 85 7 45 15.0 55.1 19.5 ll.4 1.0
不 明 10占 10 55 占 10 4 1 15 46 21 15_5 54
年令 10 代 85 10 52 9 ~7 1_ 4 12.7 占5.a ll.4 8.9 1.2
20 5占4 114 288 88 52 4 ･18 20.9 52.7 1占.l ?.5 0.8
5D 421 占7 251 7■占 2占 2 19 1占.7 57.5 18.9 占.5. 05
5D 95 15 41 15 15 - 9 15.5 48.9 17.8 17.8 -
do ≦ 77 2 25 22 ll 占 占二9 5 2 510･155も 04
鶴糞 専 管 250 41 118 57 5占 さ -15 17.4 50.2 1i7･15.5 1.5
串 版 480 107 242 78 55 1 17 25.152.5 1占.8 7.占 0.2
労 務 127 15 57 2占 20 4 7 10.a 47.5 21.7 1占.7 5.5
主 婦 4占1 占2 255 94 42 5 25 14.2 55.4 21.占 ?.7 1.1
学 生 59 10 59 8 1 - 1 17.2 占7.2 15.8 1.7 -
そ a)他 25 5 4 2 1 2 45 占5 7.4 87 4
不 明 204 26 89 52 16 2 59 12.7 45.占 15.7 7.8 1.0
也区 天 神 橋 272 27 154 28 45 5 17 1口.占 占0.4 ll.0 1占.9 1.1
門 其 578 92 270 1□2 59 4 51 17.5 51.2 19｣4 ll.2 0.7
香 里 521 101 246 11 i.6 200 488 254 7I 07
-91-




戒 名 過 日 豊 海 ゴ 妨 出 そ
言 霊 霊 宝 水 ル の
物 寺 泉 勝 ( 浴 フ 問 張 他
野 卓 ゴ 丑 訪 酢
豚 山 間 催】
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まず全役的な傾向を綻数でみると (去7.5.1)Alグループではテレビ52･1%.週刊箆50.5巧摺 物 '･散歩
28.7%.ゴロ寝22.1obなどが苗(.避卦泊穣某娯楽である映画 .JIチンコは5.5(‰･2･4qo･読酎 占･4%A
レコー ド10.0%.A29'ループでは.庭いじり.工作12.2与ほ どが苗 (一ある程肢訓練を要する音癖 黄や ･け
いここと.鵠団的で施設を必要 とする集会や野外スポーツなど･瑞樹勺･活動的な種 目 は参加客稚 くなっているo
つぎにこれを社会成層的にみると:
性別:AIFループでは .テレビ.週刊勤 ま差がな く.雑故 ,買物散歩などは女子が .近隣での南井娯楽では男子
の方が掛 ､QA2グループでは旗金･音楽は藍がなく.女子のケイコC'と以外はすべて男子が拓くな ,3ているO
年令:テレE..週刊蕗 .姓鼓など叫主宅内でa)渦櫨的レクリはや 年ゝ令に比例して拓くなり･映画は10･20代
が王である｡洗昔 .庭いじ().集金別 口は中高年層で.レコード.スポーツ.管楽などは10-20欄 くなってい
るD
職業;テレビ.買物 .雑掛 ま主婦 .商業娯楽は洗薬者各層で高くな っている.読宙 .レコー ド.音楽は学生が ･庭
いじl).スポーツは専管が.室内ゲームでは串者 .噂管が拓く.主婦はケイコごと.頚会は苗いが .活軸的レクT)で
はきわめて低い障層にある.
地区 :映画 .I:チy コは租亡､の天神橋が苗(.住即 での消極的なレクリでは天神橋 .門井 ･香里の版に高(な ･,
ている｡醗脊 ･庭いじり･レコード･音楽などは天神牌 .門井と香里 .芦屋の2良問に分かれ .集金r･tスポーツは春
男で高くなっている｡
全般的tこ休息的 .消極的なレクリが主体をなしていて.蔭掛的 .殻瞳的レクリはきわめて少いことが注目され るO
この差は年令において頗著であり.職尭的には学生が軒樋的な活動で高くな,'ている｡主婦層は高菜娯楽 .スポー
ツ.茎内ゲームなどある程吐まとま･5た余暇 と拍兜支出を宴するレク])では低くな っている｡
表 7.5.1 住居 .近隣での主なすごしかた (i)
回 答 率〔M.A)層 区分 A1 A2 その他 不明'p'T芸渡 甲監 TⅤ 推挽-■ヽチ=/コ 映 F散画 助歩 読杏 レコIド ご7主.i£ 育楽 輿金 ヰバ.;I管ノレ
絶 数 22.13tB52.112j 2.45.528.1lEl.ilO.a3JS3.712.267 45 2.65,A29.5
別 輿 30732451.9&4JIB 69弧519,212ユ一百甘 3.615.20.639 4.A 6.530.4
女 16.1弧l54A16.505 4.437.5149 85 1.44.19.712.6 5.3 0.95,5弘4
耳: 明 1.5179ユ68 4∫ 0.93.817.9 1 T5 2.a19ll33B 旦_8 2
年令 lt) 代 16.934950.610.33L;1m 19.3133145 4B14.53.68.4 脂 4.84B30.1
20 23.928,750.7lュ∫ 2B 7.630.015.2 ll.732 4.47.II.4 1ユ 3l 4.631.9
30 24.73255伯 105 2.129331)18.111 4.02917.169 8B 2.96.726.6
40 22B33355.6129 2.33529.818.7&畠35 u 16J 5B 9_425 7.6245
50 17.237占59.116ユ 31 2.22&0LAB7.52.2 1.1215 75 伯 1.17.522_6
60 ≦ 呈ob 25 4 13 25 5 5丘 2J 2,6 POB 26 65 25
不 明 15122345.710.21.54ユ2.3152 6.141 4.1a,6 5.13D 0.5 1ユ50
敬蒐 耳 管 25.631652Blob 化 3.622.i18.i 9.6 4.8 仙 18.02.06.47.68.016.0
中 破 28132941.98.733 8.327.317.3115 5.4 4212ユ 仙 25 21 5.62g.A
労 務 23636150.4ll.063旭214215.7 4.72.43.9ll_863 I.6 1.6 4I291
妻 空15231.767.2lab OI 2B4L613.093 0月 I.812.812B 7.4 Ll6.124'.I2.4254L15氾2 1_73.41貼25422.0lJug 34 5ユ 5ユ 3.45356
そ の 祖040.06.012.0 弧0204,0 08.0& 1 4 28
不 明 15ヱ17.213.1 乱8 0ー55A2Ll13.7832_939 I.4 JD 25 1.5 3亘I-I.
地 天 神 橋 19ユ22.84且.2ll.06.615419.5187 6.61.a33 4B 柏 1:1 1.85928rT門 式 21.827549.110.92.44324.0･比65.A 59 21 8.06ユ 3ユ 2.135353
区 香 里 27235.359.313.0lD 2542D19115.42.55119.06ユ 8.6 35 8.122.5











いが.や 男ゝ子が高い｡B5では艶11以外のスポーツ- コルフ.野外.7ボーッ .室内ス.ボーッとも男子が5-7倍に
なゥている｡a4では訪問は差がなく.ケイコCとなどの研掛 ま女子の方が1.9倍高くな･'ている｡
塞 7.4.1 日帰t)外出の目的
回 答 率(M.A) B1都心吐娯楽 82野外行楽 B5 スポーツ B4その他
南ア 映音 ププロ .′ヽチン■ 勤並 ハサイ 骨祉勝地寺 ド 里5 -バ 軸 ∫ 塞山 防間 釈修
層区 分 ′ヽ店1 誕 ロ貯レ 物園 壬㌍ニ′:′ フイ ニレ ク球11崇 ノレ
額 ト 劇金 理ス コ 園地 クゲ ブ 球ス1 トスケ フ
総 数 59.7 17.7 2.5 2.5 20.7 9.0 14.占 8.1 25 1.1 5.8 1.5 28.1 5.7
性別 早 52.5 18.4 5.7 5.7 22.7 12.占 1占.4 0ー.1 4.0 2.0 7.2 0.9 27.5 5J
女 46,5 17.1 1.2 1.8 19.5 占.占 15.4 i.8 1.2 0.5 1.0 0.7 29.5 7.1
不 明 4 71 - 29 171 - ll 29 29 - 2_? ~ 29 8.占
年令 10代54.占 25.0 1.9 5.8 5.a 15.5 17.5 5.8 5.8 7.7 - -25.0 7.7./54
2 0 41.5 2i占 5.1 5.1 18.1 8.5 15.5 8.7 4.5 1.4 2.8 1.4 50.2
S D 4ロ_7 10.8 2.占 0.94? 5D.5 ll.5 14.7 8.2 1.5 0.4 5.9 1.5 298
4 0 42.5 17.5 1.5 15.8 占.5 15.8 7.5 - - 7.5 1.5 225 乙5
5 0 占.5 46 4 7 49 22 49 - - ?8 24 54.1 7.5
占 o≦ 占ロ 12 - 40 24口 2□ 200 1占ロ - - 1占.o 52 80
不 明 28.9 14.5 - 2.占 25.D 5.5 17.1 占.占 1.5 - 1.5 1.5 21.1 5.9
戟果 専 管 55ー占 ll.9 2_5 2.5 21,9 14.4 20.5 14.4 1.I 0.8 15.占 0.8 22.0 2.5
事 版 57｣2 21.5 5.5 2.9 14.D 9.5 15.2 7_4 5.5 2.5 4.5 1.7 28.9 5.8
労 務 55.5 24.占 5.5 5_5 14.0 7.0 10.5 8.2 lIa 1.8 5.5 2?.8 14.0
主 娼 51.9 14.占 0.9 1.522 25.5 5.1 1D.7 5.i ロ.4 ●- 0.4 1.5 50.9 4.7学 生 55 250 - 1 17占 25占 128 1054 2_6 2占 17 2占
そ の 他 2占,7 267 - 占.7 67 55 00 - ■- 155 67
不 ~明 292 54 180 9 45 1 2_占 79
地区 天 神 55.1 25.4 5.2 占.5 15.0 7.8 14.9 ll.8 1.9 1.5 2.占 1.5 25.4 -
門 束 54.4 1占.5 2.6 2.2 24.8 7.4 55.1 占.7 -～.2 1.9 1.5 0.4 2?.5 -




















































礁薬:Clク',ト プでは名所･白熱 ま学生が}番高く･専管･聯 ･労#.主嫡a)贋に下り.温泉旺専管 .事務が
拓く学生は低いo都市見物は学生･主婦力坤 ゝ拓くなっているdC2では堂山.海水浴は学生が商事をしめし労捗 .
lI96-
主軸 '堰 く･ゴルフは専管が苗 ( ･1-5喘 .労務の値で下っている｡また甜削ま主姐が商事を示している.
地区:Clグループは比較的格差がn=く,C2では登山 .海水浴は天神橋 .門弟地区が低霜で .香里 .芦屋朋 軌､｡







丑 7･5･1 椙泊旅行 (年間)の主な目的 (卓)
rg]答 串(M.A) 坐 01休息 .行楽 C2 スポーツ C5 号a)他
i重賞 請a良 骨也 登ス 鯨 ゴ 防間 ′~ヽ そ届 区分 数 rF見物物 辛山一 水浴 ノレフ 仕申ヽ一ノ め他
捨 数 1.占D占 5.4 15.4 2.2.7 12.2 a.5 5.7 2.4 54.D ll.8 1.占
性別 罪 715 5.9 ld.1 28.7 12.占 9.8 7.1 4.5 51_5 25.9 2.2
女 787 7.5 ll.7 18.4 12.a 4.5 5.1 1.□ 59.1 I.5 一.1
不 明 10占 1 75 152 47 09 09 12,2 85 09
年令 つo 代 85 10.8 12_ロ 7.2 15.占 12.0 7.a 1.4 51.2 1.2 1.2
20 564 a.4 15.8 21.8 20.4 10.5 5.a 45.9 a.0 1.占
50 421 5.0 18.a 24.5 ll.1 5.2 7.8 1.7 57.占 1占.7 1.7
40 171 4.7 17.0 2?.8 5.5 4.7 9.4 9.4 22.2 21.占 5.7
50 95 5.4 15.151.5 19.7 - 2.2 4.3 15.1 16.2 5.2
占 ≦ 77 15 ll.7 28占 0 15 15 2占 286 ll7 5
鶴兼 専 管 250 5.2 20.0 52.4 17.占 8.8 7.占 7.2 24.4 52.4 2.0
串 肢 480 2.9 14,8 2臥7 15.0 9.4 5.8 2.9 55.? 17.7 1.0
労 帝 127 7.1 ll.8 17.5 7.1 1,6 5.9 1.占 27.5 6.5 0.8
主 .棉 4占l 7.8 8.9 17,5 1D.占 1.7 4.a 0.占 4占.5 0.4 1.5
学 生 59 10.1 25.7 10.1.25.7 50一4 15.5 1.7 50.4 1.7 8.5
そ a)他 25 80 -つaロ 2ロD 200 40 也8 520 404
不 明 204 i9 ll.5 15.2 5.4 5.9 5.9 25.0 1.5 1.5
地区 天 神二摘 272 4.0 15.5 24.5 12.5 4.8 2.占 1.4 2ロ.占 8.1 1.1
門 井 578 5.5 12.1 25.5 10.9 4.7 4.5 0.9 55.5 8.8 0.5
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1) 休E]の保有に階層差がみられ.多いものから原にすると学生 .ホワイ トカラー.主姐.労務届となる0





あろうか. 4〕 日掛 〕外出で旺 ･軸亡､的な地区の見物ついでの散歩と.知人などの訪問はどの層も削 ､比率を示_<r
しているはか ･幼児をもっ50代層にお小ては.動物園.連園地が昆目され.次いで.一億 的に名所 .社寺見物がこIh
tこついでいる｡ハイキングは若年層 一学生に多(･また専管にもみE,れる｡ゴルフは40代以上a)専管屈に周られて
いる｡全休として･戸外のレクリエーVヨt/は･学生 ･専管層が多く.耶 ･版.主姐がこれにつぎ.労蕃層が-ぽん



















8 戸外 レクリエーレヨソ行動 ･要求 ･阻害条件
8.1 研究の目的と方法
1) 研究の目的





























A:大坂市地区大富町 住宅街 (集票数 28占枚)
B:大阪府吹田市千里ニュータウン ( 〃 240枚〕































開発当初は.アバ- トの棟 と 棟 と の 1mこ空地があl).子供の遊び場に利用されてきたが.現在では.大部分















に対して大官および千林は高倉屈にいたるまで分布している｡職其型では .千里大宮妊翻 ヨー 技術管哩などのホワイ
トカラー屈が多く.千林では商店孝軌こ過せめ販売関係の就共著が多くなっている.門燕地区は労務層が一番多くなっ







あ る｡ まず, 平 Elの平均労働時 間の分布についてみると.一般に専門.郁#,販売職の掛帖ホワイiカラー
層では .ほゞ8時間前後が50%F二速するが.管理層 .労務屑では9時間前後が中間値となり.自営屈においてはさ
E,に 10時間への接近がみE,れる｡また10時間以上の労働時間をもつ僧が労務 .革新.自営屑で20髄■以上 もある




;ヒi.L-i-.■ i 占.5時間 7.5時間 8.5時間 ?.5時間 9.5時間
専 門 一oo.0( 占7) 6.5 5.2 51.5 27.6 1.1号 - 甲 〕
管 理 180.0(51) 2.2 4.2 29.8 48.9 14.?- (4〕
中 称 1DO一口(210) 2.4 占.8 59.8 28.1 25J (4)
( )内は実数
衷 8.5.2 跡懐 時間a)分布 (帝)
忘 竺 計 ナ V 1.5時間末 梢 2_5時間末 梢 2.5時間以 上 不 明
専 門 loo.D( 占7) 59.占 5ム5 18.9 5.2 ⊂ 9〕
管 理 100.0〔 51) 5占.o 29.2 12.4 2.4 (20)
申 帯 100.0〔210〕 57.5 52.8 20.2 9.5 (42)
労 坊 100.0(155) 55.0 SD.2 1ロ.1 4.7 〔20〕
( )内は失政
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衷 8.5.5 通勤時旧の分祁 (片道〕 (%〕
時間 l計 ナ 0.5時間 T.5時間 2.5時間 不 明磯煮 未 満 未 満 未 満
専 門 100-0(占7) 8.5 52.5 40.ム 18.占 〔 8〕
管 理 100.0(51) lJp- 5D.5 占1.0 8.5 ( 5)
事 務 100.0(210〕 7.5 4?.4 40.5 5.占 (12)
労 # 100_0(155) 17.5 48.2 51.4 5.1 (14)
壷 8.5.4 グロス労働時rJluの分布 (%)
＼ 時間 l汁 7時 間 9時 間 11時間 15時間 15時間 不 明
職鼻 未 満 未 満 末 梢 束 滑 以 上
専 門 100.0〔 占7〕 1.7 8.4 40.0 4ロ.o 9.9 ( 9)
哲 理 100.D(51〕 ど.2 - 47.9 41.8 8.1 (1D)
革 帯 1OD.D(218〕 1.1 ?.6 50.D 2?.2 10.1 (42)





-,bhLli'と.いうまでもなく.中小日常屑では低く.通勤なしが占9.0年は 占めているO また 50分兼備･では.










瀞削ま.通勤時間が短かい点で.ホワイ トカラーとの差がちゞ怠る｡しかし全体としてみれば .ホワイ トカラー腐 ･









管理の47.1%であるめに対し.専門職では12.9%と少くなっている｡半 ドン制では.ホワイ トカラ 屑ーが20-
50%あるa)に対し.労務 .自営はi:れぞれ6.1.4.5%である｡また.土喝日が平EIに比べて数時間短宿されるa)
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は.早退では.g J媚 が布く他の層は･5-10%程度であり･土咽休日は軒咽 の6･5以外の掛ま5-4%にとど
まっている｡
このように .定休糾 こおいては .ホワイ トカラー掛 ま大鮎分迎拝制を催且しているが ･労務 .自営l削ま依然とLて
伝統的な月2E]休 日制にとどまっている｡土曜半 ドンは 畔防 ･野 相 で約25-50も提fB:であるにすぎないO
蓑 8.5.5 休日の分布
盲質草＼ 合 計 な し 卜不 定巨回凋 2/月 5/j] 4/月 不 明
専 門 loo.0( 占7〕 - 4.8 - 占.4 4.8 - 84.D ( 4)
管 理 100.0( 51) - 2.2 ■- 4.2 2.2 91.4 ( うつ
邸 番 100.0(210〕 →- 5.2 1.1 1.5 1(〕.8 81.4 (1占)
労 務 100.0(155) D.a 5.1 1.4 18_9 5.a 70.2 (15)
自 営 100.0( 59) 7.4 12.9 5.7 27.9 16.5 29.A ( 5)
( )内は実数
衷 8.5.6 土曜日の泳Lj状況
日数粍 合 計 な し i不 定 早 退 一1/2日 全 日 不 明
専 門 1D8.0( 占7) 12.9 4.9 45_2 5ロ5 占.5 ⊂ 5)
管 理 100.0( 51〕 49.i 19.占 7.8 19.占 5.9 ( 0〕
串 好 10ロ.D(210) 57,占 2.2 ?.7 27.8 2_7 (25)




専 門 100-0( 占7〕 15.8 15.ら 5_5 5.5 4‡5 10.5 〔10)
管 理 100.0( 51〕 20.8 1占.5 -- 92 51.2 2.5 ( 8)
中 称 1ロD.0(210) 16.5 15.4 2.8 18.占 41.8 4.9 (35)




以上余暇時間の保有については ･平日'休日とともに Jホワイ トカラ 屈ーと労掛 宙および中小雀宮眉の格差がみら
れる. とりわけ自営感では.労働時間が非常に長 くかつ休日も少ないため.全体 として .レク.)エーVヨンに用いる















回以上か賊 で一番多 く54･4払`(その中は 毎ゞ日が51,占To)で石O.ついで.管軸 .邸薪 .労務.噂一つとたり.
自軍が17.8%と一存低くなっている｡逆に ｢なし｣についてみると.自営が75.5dJuと一番拓く.他は55-60
%蛍の間で.大きな蓋はない｡これを生活型でみると.過1.2回以上が主姐屈で占2.9d.,と布く.威劫 .通学者が





l 計 題回了以ニ上 月T jナ 不 l計 過回■月Tl ナ 不 r壷 V 明 丁以二上 面 シ′ 明
職莱 総 計 1m0(82的 38.g 12B 化4 073) loo.nO31〕 26L6 38_a 34.0 (266)
専 門 loo.QC55) 20.2 25.4 5.1.5(11〕 loo.0(59) 28.8 415 23.I 〔 7)
管 理 lOODC36) 36ユ 5.6 583 ⊂15〕loo.0(41) 31.7 43.9 2り (10)
中 筋 100.0⊂16り 26.9 LO 62.1 (L16) 上仙o(ユ69〕 213 43且 349 (41)
労 務 100DCllT) 29.0 15.4 55.6 (30〕 100.0(117) 21B 37.6 37.6 (?6)
自 営 00.〔45〕 178 6.9 753 (14〕 1000C4l) 7.3 1.6 61I 18〕
無 耽 lODJ】⊂395〕 54.4 lL3 ユ4.3⊂54〕 100.0(300〕 31.4 34.6 34.0 q49〕
也区別 呈大 宮 loo.0(43〕 3.日 21J〕 4`t.1(13) loo.0(43) 349 4L9 23ヱ (13)
]通 勤 千 塁 100_0(71) 25_4 7.1 67.5〔19) loo_0(84) 32.1 SOD 17.9 ( 6)門 井 iOOO 80〕 31,2 lab 550( 〕 100. 76 276 29.0 43jl 13〕
千 林 100.0〔47) IRA lu TOD (18) lM.QC52) 9.7 48.0 42.3 (13〕
計 100.0⊂211〕 27.8 12.A 59_畠 (59〕 loon(255〕 26Ji ヰal 31.3 (45〕
主 姐 大 官 l0.0(36〕 63B l6.7 l95 (6〕 loo.0(23) 39.0 3-は 261 (19)
千 里 100.0(86) 72.0 16.4 ll.6 ( 3) 100.0(68)loo〔134 53上l37.3lZB 3D.9 16.1(21〕
門 耗 10 TO 80.0 100 20D 7 班,0 34 31
林 loo 3 77 83 140 〔5〕 66 206 亡15)
計 100.0(228) 7LO ll.4 17.6 (21つ loo.0(148〕 451 JLl 23.7(89)
坐活型 通 勤 lOODC384) 姐9 12_4 60∫ 〔107) 100.OC184) 25.0 429 32J (即)
曲 学 100.0〔83) 30.1 9.6 60.3 (9)100.0(81〕 161) 45.6 38.4 ⊂11)
自 宅 100.0(48〕 22.9 25.0 521 (15)1m0(39) 7.7 33.4 Bag (24)家 庭 lDDDO56) 629 12ユ 25.0 〔33〕 100.0〔188〕 39.4 281 3aS 〔101)
内 戦 loo_0(28) 53.6 lab 28.4( 5〕 1~00.0(15〕 2相 66.7 5,7 (18)
不 . 症 oo,0(29 化3 6.9 44月 ( 〕loo0(16 125 37.5 50.0 20〕
( )は実数
-105-
塞 8.4.2 散歩の主な場所 (olo〕
) 【≡回答数 商店街 市的地 公 園 ■そ叫摩砕地 確 .その他 不 明
大 宮〔豊 富 ( 48〕 12.5 8.4 18.占 55.4 27.1 ( 17〕56つ 58 1くら占 222 89 85 ⊂ 9)
千 里 (芸 芸 ( 85〕 ll.8 54.1 ?.L] ll.a 52.9 ( ll)10 ) 24占 85 48 75 2 a 〔 7〕
門 別 若 君 ( 45) ld,2 48.7 - ll.6 20_? ( 9)2占 19.1 占55 7.7 - 7.7 7
















去 8.4.5 用 墳 評 価 (01p)
計 満 足 普 通 不 僻 悪 い 不 明
城 北 〔霊 芝 100.0.⊂5占〕 44.占 44.占 7.2 1.ら ( 1 )(42) 572 55,5 95 - o〕
千 旦 〔至 芸 1DO.o⊂90) 61.2 55.5 4A - 〔 1 )000(89〕 占9,7 2 a .5 ( o 〕
門 其 〔塁 芸 100.0(89) 1.1 , 22.5 25.8 50.占 ( o )77 5 08 5 1~ 415 〔 1






41%台 ･ついで門井の25･8% は 勤)55･1屯 (主的)でか J .また ｢非常に削 ､｣ と答えたものは千里0%.























忙しい27.2% (C)家堺が忙しい10.7%でか ),次に (;))適当た場所がない (I)変成の危険 となっている｡














表 8.4,4 批歩の要求理由 LWノ
汁 三軍 施 語ら tc触かむ且751ら ≡d土輔崇に乱 みたいから Ic 印b こ却こリたい f跡脚 1ら g モ亡こ他 不 明
捨 計 (396)26.5(238)32.1〔2且9〕5LOCd56)l55.0(493〕30.1⊂270)45.0(40り 29〔26)7.3(65)
也別i年 男 子 計 (401) 232 31_2 50ユ 56.6 321 租9 41 5.7
10 代 〔41〕 9.a 2.a 6川 弧6 17.1 31.7 73 14.6
呈o 代 Go∑) 25.5 19.6 57.且 58.8 58.2 52_9 29 29
ヨo 代 Cl42) 26.8 57.0 ･IS_0 62.7 28.2 50十0 5.6 35
ヰo 代 〔61) 19.0 23.0 47.5 4.u 24.6 44.3 - llj
50 代 (35) 28,0 143 51.4 7lA 51^ 4貼 5.7 29
60ft以上 〔20〕 15D 20.0 5.0 55D 50.0 70.0 叩 5.0
女 子 計 (490〕 29.6 331 SID 5.u 28.8 425 1.8 8.6
to 代 (72〕 50.7 1.3 68.u 521) 2B.0 3?,0 I_3 6.7
令 呈o 代 (189〕 27.0 413 5u3_ 55.6 33.3 46Ji 53 7.9
別 ヨo 代 n21) 28.1 587 化5 56.2 27.3 42.1 33 9.1
do 代 (51) 25.5 9.8 45.1 519 151 45.1 - ll.a
50 代 〔30) 133 1仙 70.0 56.7 367 50.D 6.7 ら.7
60代以上 (27〕 185 I一伯 37.0 l 37.0 18.5 25.9 3.7 1-1.1
不 明 (5つ 2D.O 68.0 60.0 60.0 80.0 40.0 - -
鴨井別 専 門 〔60) 26.7 3&3 483 55_0 28.3 46.7 3.3 1.7
管 理 (47) 1.13 489 553 59.6 25.5 57.4 2.1 10.6
軒 妨 CZO2) 14_4 17.a 535 …札4 30.7 42,1 2.0 38
労 務 (139) 323 295 54.7 481 23.7 4GB 2.9 5.0
自 営 (52) 21.2 23_1 36_5 65.4 365 3甲 3阜 早.8
無 職 〔394) 21ユ 39.8 5.u 53.a 31. 45.4 3,q 2~点
坐 通 勤 型 (432) 2.L7 289 553 57,2 30.6 45.6 3~.7 4L.4学 塾 〔79 151 - 69.6 8. 4 36∫ 51 5ユ
活 自 宅 型 ⊂56) 17.9 17.9 4.6 589 28.a 55.4 I.8 10.7
盟 家 庭 型 (259) 228 52.5 51.0 57.1 32.0 j7.9 l 3.1
融 内 醜 塾 〔32〕 37.5 562 37.5 31.3 25.0 37.5 - 3,i
不 定 型 〔30〕 lD.0 犯0 46.7 33.3 33.3 36.7 67 133
そ の 他 ( 9) - 11ユ 733 33.3 - 66.7 2且.2 -
地区別 通勤.大官 (51〕 333 27.5 21.6 353 39 70.6 39 17.5
/Y.千塵 〔85) 14ユ 朋.7 30.6 635 8.2 529 82 7.0
ク｡門井 (86) 39.5 仙7 27.9 605 23 36.0 23 81
〟.千林 (61) 31.I 2JB 27.9 623 3.3 化6 3.3 &2
主掛.大宮 (36〕 L9^ 52.8 13.g ll.1 2B 50.D 2B 22.3
'! 千里 〔85 15. 529 35ニI 5lB 2.a 60 2A I
〟.円拭 (71) 39A 71.8 45.1 507 - 35.2 - 8.5





















































義 8･4･5 散 /3-の 障 哲 (%)
:∂場所が『b仕.Jfで巨 家-!lIでid旋れるEeか らだ f交通上｣gその他 不 明l計 ないか ら いそがし いそが しから から 持 閉柑 揮 掛 ､か 危険だから
f 総 計 l(896) 20.9. 27-2 10.7j 6.5き 2.6 LO.7 2.6t 15.0469
蛙 男 子 計 (401) 22.2 34.9 i.3 6.7 3.0 ll.0 2.5
10 代 (n) 24▲4 17.1 - l 7.3. 2.L1 .I.9 I.3 6&9
呈o 代 (102) 23.5 30.4 1.0 5.9 I.0 8.8 2ー0 44.1
ヨo 代 (142) 23.2 34.5 1,4 6.3 1.4 12.7 1.4 46.5
ヰo 代 66 197 JL0 - A9 3 _5 - JJ.3
別年令 50 代 (35) 17.i Ilo.0 2.9 2.9 乱6 14_3 8.6 40.0
60代以上 (,2D) 20.0 20.0 5.0 25.0 5.0 15.0 45ー0
女 子 計 (490) 19.8 20.8 18.4206 6.3 2.2 10.4 27 45_3
10 代 〔72) 31.7 20.g 5.6 - 6.9 5.6 50.0
30 代 (121) 12.4 18.2 25.6 5.0 0.a 5.8 1.7 56.2
do 代 (51) 25.5 33.3 29.1 9.8 5.9 7T8 2.0 33.3
50 代 (30) 20.0 26.7 10.0 10.0 3.3 10.0 3.3 46.7
60代以上 (27) 3.7 3.7 7.4 ll.1 la5 14.8 7.4 44.4
不 明 ( 5) - 40.0 20.0 - - - 40.0
･_俄 専 門 (60) &3 40.0 3.3 1.7 I.7 3十3 - -管 理 J7 14.9 29ー8 - 43 21 12.A 4.3ノ 59.6
其 中 藤 (202) 30.7 28.2 2.5 7.g 1.0 8.9 2.0 ilo.1
労 務 (139) 37.4 41.0 5.0 10_8 5.良 12.g 1,4 25.2
無 職 (391) 20.3 14.2 叩3 5.6 2.a 10.7 3.0 2.5
-坐宿 .輿 通 勤 型 (432) 28.9 34.3 3.0 a.i 2.5 川6 19 40.0
通 学 型 (79) 21.5 19.0 - rO.l 1.2 2.5 12.7 69.6
自 宅 型 (56) 21.i 58.9 5.4 3.6 1.8 a.9 1.8 25.0
家 庭 型 〔259) 21,6 9.7 27.0 3.9 3.0 ll.6 1_5 51.0
内 職 型 (32) 9一4 34.3 34I.3 6_3 - 18.a - 10.6
別 不 定 型 (30) 16.7 6.7 3.3 lF17 6.7 16.7 10.0 43.3
そ の 他 ( 9) 1.1 1_1 - - - 1.i 2.2 6.7
地 ji5勤 .大宮 (51) 9.8 JL2 9.8 5.9 2.0 5.9 5.9 54.9
ナ 千垂 (且5) 4.7 27.1 2.4 i.2 - 2.4 2ーJ 70.6
+ 門丑 86 53 38.4 35 ll6 3 20 - 163
区 ク 千林 〔らl) 41.0 44.3 1.6 ll.5 1.6 9.8 - 37.7
主婦 .大 宮 (36) 5.6 8.3 22.3 8.3 5.6 5.6 - -
別 J 千里 (且5) 2.A 8.2 23.5 L2 1.2 I.2 1.2 75.3
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8.5 ス ポー ツ活劫
卸 F内におけるいま1つの主要な戸外生活の税金は .軽い運動をふくむ.広義のスポーツ店動であるo
スポーツはgifこ体育運動 の欲求を満たすだけでな (,戸外生活の損金としての役割リがあるので. ここでは.仁我
のスポーツとして,次の確目を示して,はば全体的な宿劫状況を把頻することにした｡
｢スポーツ｣の揮 EI(アyダーライyは王として戸外で行われる可能性の大きなもの)
A.軽 超 勤 1, ラL>オ,TV体操 2.Jtわとび
5.ボデ ィビル 4, ローラスケート
Bi軽スポーツ 5.バレ-ポ- JLJ(練習) 占.キャブチポール7 ドミン トン 8 ドプUポール
?. ソフ トポ-JL, 川.草野球 (三角など)
ll. ゴルフ (棟習) 12.卓 球
15.ブ-ル遊び 14.スケー ト(人工)
15.ポーリング





28_ アメリカン フグトポ JーL, 29 Jtスケプト
50.バレ- (試合) 51.テ ニ ス
52.ゴルフ (試合) 55.野 球 〔試合)
54.膝上改按 55.良.転 車
5占.水泳拙 57.馬 術
D.特殊スポーツ 58.海 水 浴 59. ハイキング
D1 軽スポーツ 40.ポー ト遊び 41. スケー ト
D_'丑スポ-ツ 42.丑 山 45.スキー
D3操作スポーツ 44.水上スキー 45.ポ ー ト
46. 冒 .プ ト 47. 射 駿
1)スポーツ面助産
まず煉い運動をふ (めて ,これらの唐動への参加経馳こついてみるとi特殊スポーツを除いて,a)月に1.2回


















~＼ - ㌔ 汁 月1.2回以上 ときたま i し な い 不 .明
鮭 数 〔995) 10.5 45,2 45.1 5.i
男 子 計 (454) 17.2 51.8 2?.5 1.8
也 てo 代 〔 48) 57.5 47.? 12.5 2.1
呈o 代 〔115) 27.8 59二1 12.2 0.9
50 (151 12占 59占 26 15
別午 48 代 ( 75) ?.占 4占.a 57.7 4.1
5[】 代 〔 42) 2.4 5D.? 占占.7 -
60代以上 ( 25) 4.0 28.ロ 40.0 4.0LIT l女 子 計 55 8- 吉もl 548
10 代 ( 75) 2t5 57.4 20.0 1.5
令 20 代 (19占) 4.0 42.1 48_9 4.占
50 代 (151) 57.4 dD.5 2.5
別 ヰo 代 ( 占2) 1.占 1占.1 79.1 5.2
SD 代 ( 55) ■- 22.9 74.5 2.9
占0代以上 ( 5占) 2.8 - 77,8 19.4
不 明 ( 占) (-) (5) (1) ( -1.5
職 専 門 ( 占占〕 15.2 51.5 51.8管 理 51) 98 占8 54 ■-
韮 * # (210) ll.8 占2.5 25.8 1.9
労 務 (155) ll.2 44.4 41.8 2.i
別 自 営 ( 59) 占,a 27.1 64.4 1.7
無 耽 (449) ?.占 52.5 52.8 5.1
坐 通 勤 (471) 12.占 55.占 50.1' 2.1学 921 559 -5 ?_8 1
宿壁 自 宅 ( 65) 7.9 50.2 占1.9
家 庭 (289) 1.7 51,8 65.0 5.5
内 職 ( -)
別 不 定 ( 5占) 2.8 15.9 72.2 ll.1
そ の 他 ( ll) 8ー.1 27.5 27.5 27.5
地 通勤 .大宮 〔 5占) 7.1 占0.7 52.2 -
J? .千里 〔 90) 18.9 占1.1 18.9 1.1
区 + .千林 ( 占5) 18.8 占0.0 2占.2 5.1主蛸 .大官 ( 42) 2.4 50.9 54.8 ll.9
別休 i .千里 〔 89) 2.2 58.2 594 -
す .門其 ( 77) 1.5 24.7 占8.8 5.2
J .千林 ( 29) - 占1.1 25.7 1.5
月 4 回 (5占5) 14.5 57.5 28.2 (5)
月1-5【司 (ll-7) 5.1 47.0 ･47.9 (4)





廟比 分類 スポーツ種目 回 答 数_.{A) 総数に対する回答率(Ax1□O/995)
1 A ラL>オ体操 ,美容体操 17占件 17.7%
2 a キャブチポーJLJ 15占 15.7
5 A 卓 球 115 ll.占
4 C 野 球 91 9.2
5 Dl 掛 ､登山 89 -?.D
占 Dl 海 水~浴 84 8.5
7 B バレー練習 70 7.0
8 D3 ドライブ dd 6.占
9 B ソフトボ ルー 65 占,5
9 B バドミントy 占5 占.5
10 C バレ 試ー合 60 6,5
1D B ゴルフ練習 占0 占.□
ll B ポーリング 54 5.4
12 A なわとぴ 4g 4.9
15 Dl ポート遊び- 57 5.7
14 a ブール遊び 55 5.5
T4 Dl ス キ ー 55 5_5
15 C テ ニ ス 28 2.8
16 B スケート 27 2.7
17 C コ'ル フ 22 2.2
18 C 水泳競技 . 20 2.2
19 D2 丑山登山 18 1.a
すなわち,全体としてスポーツの参加率はきわめて低いが,種目別にみた場合･10%以上のものは･軽体操･キ
ャブチポール,卓球であt),次に5%以上では,瞳登山.海水裕一ドライJなどの行楽スポーツ塾と ･ソフトポ-ル･
Jtレー 練習試合 .野球,バ ドミ-/け ,ゴルフ練習などである｡野球 (キャブチポールを含む)バレ-･卓球といっ
ても,果断ま小さな空地で変則的に行われるものが大部分であることを考えると,戸外スポーツのうちでも⊥つは,




一般に男+は女7-よりも慶加齢 摘 心Iが .逆に女子の方が苗(なっている確Elは.美容体操をふ(む軽体操 'なわ
とび,バL'一線習,バ ドミントン,バレ 試ー合.ポーリング等 ,軽スポーツに多(なっている｡また '比較的接近し
-llA-
表 8.5.5 性別 .年令 別 よくするスポ ーツ (10イ立まで)
ゝ全 数 男 子 女 子男 子 15-19才 20代 5D代 do代 5□代 60才以上 女 子 15-1g* 20代 58代 ヰo代 50代 dDニ蛇止
1 ラL>オ体操 キャブチB キャブチB 野 球 キャブチB キャッチBラジオ仲扱 ラf7Ai槻 ラLTオ体操 バレー練 ラ沈村本操 ラ糊 本棟 ラJ欄 (9J僻 ) CiLT淋 操)
2. キャブチ B 野 球 バ レー練 キャブチB 3-JLJ7& 軽 登 山 バ レー疎 バレ-汰 パr三.ントy 睦 登 山
5 卓 球 卓 球 卓 球 卓 球 野 球 ラジオ体挽 卓 球 卓 球 卓 球 なわとぴ
4 野 球 ラL>オ体操 野 球 睦.登 山 卓 球 卓 球 パドミyトン ラiy都も捜 悔 水 浴 梅 水 浴
5 転 登 山 軽 登 山 バレー孟式 荷 水 浴 ラL>オ体捜 ボデー ビル パレ瑠 倉 バドミントン バ レー試 ドライブ
占 蕗 水 浴 悔 水 浴 ソフトボール ドライブ 海 水 浴 ='JL,フ離 軽 登 山 ノJ:スケート ドライ7 キャブチ8
7 バレー部習 ゴルフ棟 バスケj.ト ポーリ㌢グ 軽 登 山 野 球 なbとび 走 り 求-リyグ
8 ドライブ ソフトボ ルー 走 り ソフトポ｢I ソフトボ ルー ゴルフ 蒔 水 浴 なわとぴ 軽 登 山
･9 バドミントy ドライブ ラ㌔オ体操 ラL>オ体操 ドライブ ポーリソグ ニノフトポ ルー なわとぴ
ているものでは,海水臥 ドライブ,スケー ト.スキー,軽丑山,軌Ij登山などであるO以上の種田では ･男子の場
合,その参加碇は比較的中年層までひろがっているが ･女子の場合は,5OtrW･上で急誠してしまうのが特徴的であ
るoよ-)専P酌 な妓術削 陀 必要とする机瞳的スポーツの参加はきわめて少〈,かつ91子10-2D代Fd,(こ無中して
いるE,
5)種目別の参加頻旺
伝日,あるいは週 1･2匝】するスポーツでは初 潮および軽スポーツが多(なっているoまた月に1･2回とか ,
時たまは行楽臥 あるいは執こ､型有料施設型のスポーツが多(なっているが ,この段階でも軽スポーツが上位を占め
ていることが注 目される｡特定の施設を必要とするスポーツの実施掛 まきわめて低いD (蓑省略)
4)スポーツの場所
スポ-ツ空間が生活団の【F'においてどのように分布しているかを .① 職場又は学校 ,② 住居'近臥 ③ その




袈 8.5.4 生活型別スポーツの場所 (鶴)
汁 砥敏文は学校 住宅及近隣 そ の 他
通 勤 100.0(61占) 42.5 25.1 L1上I.占
ifB 学 100.0(199) 46.4 28.1 25.5
自 宅 労 働 100.0(42) 71.2 28.8
家 症 主 緬 100.0(119) 4.2 占2,2 55,占
内 職 100_D( 8) 25.0 57.5 57.5
不 定 1DO.口〔 8) 25.0 25.D 50.0
( )は実数
表 8･5･5 地区別スポーツの場所 (回答件数)
職 場 近 燐 そ の 他 の と こ ろ その
動 育 楽 空 莱 多 少い くめ の 寺 多い 少い くの 畑早 グ 育 令 固 の育 め育
場 飴 重 塞 場 い道路 道路 公藍】他 境内 道路 追路 公団 め他 フソド鰭 園 地 料鶴設 料地設 他
滴 勤 大 宮 8l 2 4 6 111 7 1 1512 5 17 2 8 7 1-
千里 154 8 4 7 3i2 8 8 -.i2 7 5 8 3lO102 1 1
門 媒 103 4 J1317- 6 53 21 - 1 I 2 3 36 6 3 8- lr-
千 林 122 1 4lJ 3 2 4- 1 3 2 4 12 6 6 7 33 I -
主 婦 大 宮 610 142 1 75 1 4- 1l⊥ 1 74 23111
千 里 1
門 其 - -
1ー1占-
まず･職場では･専用のグランド.娯楽室の他に作楽頓の片すみ.屋上.附近の小空地や近(の公魔などがよく使
われ ･寅の少ない道路の利用もみられるD 近隣では,地区差かみられ.城北公園を近(にもつ大官では公断 り用が .
千里では･7バート横間の空地や公庄的-I,門楽では木造アパー トのriqの道路やJj境 地が利用されている｡その他のと










丑 8.5.占 スポ - ツの要求 的
計 要 不 要 考えない 不 明
総 計 (995) 71.ロ 7.7 151 a.2
也 男 子 計 (454) 74.7 7.D 15.4 4.810 代 t48) 85,4 4.2 4.2 a.2
2ロ ケ 〔115) 87.ロ 1.7 P.占 1.7
別●辛令 5D + (151) 8D.1 4.0 10.a 5.5
40 ノケ (75) 占4.4 12.5 17.a 5.5
50 '/ (42) 54.8 1占.7 25_8 4.8
占0代以上 (25) 28.0 24.0 5占.o 12.0
女 子 計 G55) 占8_占 8.4 1占.4 7.4
てo 代 (75) 85.5 0 9.5 5.5
20 ○ 9占 78_ 5占 97 6JS
50 F' (151) 占占.4 9.2 20.a 5.8
40 + (占2) 占4,5 ll.5 21.0 5.2
5D J> (55) 54,5 ll.4 57.1 17.1
占0代以上 (5占) 1占.7 5D,占 25.0 27.8
不 明 l d) 85.5 - 1占_7 -
職 専 門 〔占占) 81.9 5.0 10.占 4.5管 .理 (51) 66.7 ?.8 15.7 9.8
* # C210) 77.5 4.8 ll.4 4.5
菓 労 務 (155) 72.ロ 7.8 15.0 5.2
別 自 営 (59) 67.8 ll.9 20.5 0
触 職 (449) 占4.8 ?.1 17.4 8.7
不 明 ( 7) 57.2 - - 42.8
生 通 勤 (471) 77.1 5.9 12.5 4.7学 92 848 11 87 54
宿壁 自 宅 (dS) 占6.7 12.7 19.0 1.6
家 庭 任89) 占5.1 10.0 18.5 6.占
内 1 戯 (5占1) 5占.1 16.7 25.0 22.2
別 不 定 〔11) 45.5 18.2 9.1 27.2
そ の 他 (551 51.5 ?.1 27.5 12.1
Tl17-
図 8.5.1 スポ-ツ実施腔と要求の差 (回答整)
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道具がない如 -i,それぞれ8.8%となっているO これを性別,年令別についてみると,男子では.ft斗｢仕租 が占0












裁 815･7 ス ポ ー ツに おけ る障害 (i)
計 a項所 b仕辞 C三乗# d軌 eから fib-金 lg迅邑 噸 i何問 j他こ kその 不 明が払､ でしそ 甘 そヽ ると困 他 溺 カ初か 劫伽 ;が凪ヽ カも'な み∈れ 他
から がulから がuヽから るから し切､ら るから 徴 切iら から Vから るとは瀬 1しいから2.5総 計 7Dd) 27.8 54.0 1占.□ 10.1 2.5 8.8 8_8 6.7 15.7 2.5 24.1
也別一年_男 子 計 559)25.7 44.8 2.7 10.0 5.0 ll.2 占.2 2.7 15.0 1.8 5.5 25.4
10 代 41) 2占.8 26.8 2.4 4.9 2_4 4.9 17.1 4.9 22.ロ 2.LI 7.5 29.5
2ロ ケ 10q)59.0 58.ロ 1.0 4.0 - 17.0 9,0 5.0 ll.0 4.D 1.0 27.0
50 ケ 121) 17.4 5占.2 5,8 10.7 8.8 15.2 2.5 2.5 1占.5 0.8 5.8 21.5
40 ケ 47) 21.5 48.9 - 12.8 8.5 4.5 2.1 2.1 4.5 - 2.1 25.5
50 ケ 2主)2占.1 45.5 - 2占.1 8.7 4.4 4.4 - 4.4 - - 54.a
占D代以上 刀 - 28.占 - 4219 28.占 - - - 14.5 - - 14.5
女 子 計 5dZ)50.1 25.8 28.4 10.占 2.2 6.6 ll.5 10.8 18.5 5.5 1.7 22J
10 代 占心 2?.7 21.9 1.占 占.5 1.占 ?_4 14.1 12.5 17.2 5,1 0 54.7
令 20 4 155) 57.2 22.9 52.7 a.4 4.0 7.2 15.1 7.2 24.2 5.2 0.7 9.2
5ロ ケ 8カ 20.7 19.5 42.5 占.9 1.1 7.4 5.7 a.9 ll.5 4.占 2.5 云4.5
別 40 ク 4d) 22.5 57.5 50.ロ 2口.0 2.5 7,51占. 2.5 25.0 12.5 0 5.0 12.55 12( ♂ 5D 5 167 5 8 ld7 1占7 55 8.5 1ー■ 8占 代以上 - 1占 占5 5 5 1占7 - 5 5, - - 1占5 6
不 明 由 - 40.0 20.0 20.0 - - - - - - 40.0
職莱別 専 門 54) 14.8 57.4 5.7 9.5 1.9 7.4 ?.5 1.9 7.4 04.8 1.9 57.0
哲 理 54) 8.8 47.1 - 14.7 2.9 2.9 8.8 2.9 ll.8 2.9 82.4
事 務 1占7) 28.7 58.5 5.占 15.2 4.2 17.4 12.占 占.占 lPI2 5.0 45,7
労 耕 lld)59.1 55r6 dA ll.8 1.8 15.占 10.ロ 10.D 20.9 0.9 - 48.2
自 営 4〔中 22.5 80.D 15.0 17.5 - - 7.5 - 2.5 - 5.0 52.5
無 職 291) 28.2 14.8 5ロ.9 7.9 5.4 5.2 10.7 ll.0 19.2 5.1 5.i 71.4
坐 鵡 勤 型 56カ 27.5 4占.5 Z1.9 ll.5 2.5 T5.8 10.5 5.8 17.i 2.5 2.8 21.8通 学 7g)554 554 58 58 1 77 28 a4 58 占 5 5 4
宿塾別 自 宅 型 4分 51.0 占9.0 ?.5 5.8 2.4 - 9.5. - 2.4 - - -
家 庭 型 18⑳ 25.5 9.010.ロ 7,4 2.1 2.1 ?.占 10.1 18.占 5.2 2.1 ll.9
内 職 型 1カ 17.占 55.5 58.8 ll.8 - 5,9 ll.8 17.占 25.5 5.9 - 27,5
不 定 型 1分9 50.8 15.4 - 50.8 25.0 7.7 ll,0 15.4 25.0 7.7 15.4そ の 他 2 00 - - - . - D - 占口ロ
也 通勤 .大宮 4∂ 17.8 57.8 8.9 15.6 - 15▲6 ll.1 2占.7 8.9 2.2 - 15.6
4- .千里 Bd 10.0 52ー5 5.0 5.0 1.5 1占.5 占.5 17_5 - 1.5 10.ロ 40.D
+ 門井 74 554 4占0 68 a8 a.1 122 ld2 27 14 1.4 4占2
区別 ( す .千林 5分 52.7 50.0 5.8 17.5 5.8 21.2 l?.2 21.2 7.7 5.8 - 58.4
主姐 .大官 2LD 76.7 25.0 41.7 4.2 - 4.2 1占.7 20.8 12.5 - - 57.5
ク .千里 6カ 10.4 7.5 占2.7 6.0 5.0 1.5 6.0 17.? 7.5 4.5 i.D. 41.5
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7)スポーツ空間の利用に脚するまとめ
スポーツ実施の度合は,中高年屈になるとてい戚する,と(に女-(-の考拍 50代以降はほとんど実施していた1､
年員別にみると男女共通のものは,軽運動 場 スポーツおよび柾丑山 ･#Tf水浴といった行楽的なスポーツであるO前
者は｢般に,噂用空間を必要とせず ･生餌も冊単であ｡･特別の戟術体力も相 であ｡･短かい余臥 小人数ででき
るという特徴をもっている｡また■とくに鎖鑑の郎 噸 削ま男=:-キャッチボール･野凱 男子･女子ともの卓凱 Jt
L/-で ,野球にはとくに削 噸 向性がみられるロ比較的即 的 な トレーニyグ,大きなグラ-/ド,特殊な丑臥 粗組
的な躯団を必要とするような耕瞳スポーツでは･通学者を中心とする若年層男子に那 ]している
スポーツに対する要求では ,中商牢劇 こなるほどてい滅しているか ･その実植皮との差 (ある意味で不充足度)で
みると女子の50才以上,職菓別では自営屈で大きくなっている｡
この要求を実現させる上での障賓では,基本的に余暇時間の不足が各層にみられ ,次に場所の問題がある｡しかし
この段階では,概念的な要卦 ことどまt),ある程蜜まで実施の経験をもつ屈では ･仲臥 道具,装備といったよl)良










































次にこれ ら行楽を主な行動日的別の回答率でとってみちも図8･占･1.'紐数では,佃公園 .遊園地 ,動組物園などの
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表 8.8.1 年 間 行 糞 回 数
伊)
Il 汁 】な し呈 ･ヰ 占～15回 1占用以上 不 明 !
短 計 1ロ0.0(872) 15.0 41.2 51.4 12.4 (125)
性毎 男 子 計 180.0(dO占) 15.占 55.2 55,6 15.占 ( 48ー
10 代 T80.D( 42) 16.7 47.8 21.4 14.5 ( り
2ロ ケ 108.0(188) 10.2 26.0 45.5 20.5 ( 7)
50 Iy 100.D(126) 1~5.0 59.占 54.9 10.5 ( 15)
40 + 100.ロ( 62) 21.0 55.5 52_5 ll.2 ( 1日
50 ケ 100.0〔 5占) 8.5 41.占 59.0 ll.,1 〔 占)
60才以上 100.0( 22) 45.5 5占.4 15.占 4.5 ( 5)
女 0Dロ 461 l 7 4占 2P占 lD5 74)
令 10 代 1ロ0.0( 占2) 8.1 58.6 40.5 15.0 ( 15)
20 4. 100.D(171) 71.占 47.5 29.2 ll.占 ( 25)
別 50 + 100.0(118) 14.4 45.0 51.4 ?.2 ( 15)
40 ケ 100.0( 55) 24.5 52.9 2D.7 1.9 ( 9)
50 + 100.0( 29) 17.2 41.4 27_6 15一日 ( ム)
占0才以上 100.0( 28) 21.5 57.0 21.5 - ( 8)
不 明 100.0〔 5) 48.0 占0.0 - - ( 日
職集 専 門 10D.D( 占1) 8.2 42.5 56.0 15.5 〔 5)
管 理 lDD.0( 45) 14.1 54.9 52.5 18.5 ( 8)
串 番 1ロ0.0(18D) 12.2 5占.0 56.占 15.2 ( 50)
労 務 180.D〔15D) 20.8 41.5 2占.9 10.8 ( 25)
別 自 営 100.0( 45) 8.9 4ロ.0 55.5 17.8 〔 14)
無 職 100.0(588) 17.2 45.5 27.5 ?.8 〔 占1)
不 明 1OD.o〔 占) 55.5 1占.7 5D.0 - ( 1)
也 大官 (慧 100.0( 48) 8.5 59.5 57.5 14.7 ( 8)
1ロ0.□( 52) 18.8 45.7 25.0 12.5 ( 10)
千里(塁慧 100.0〔 81) 1.2 58.2 55.5 2九5 ( 2)
区 100.ロ〔 94〕 51.2 52.5 16.5 ( 5)
門如 慧 1Dロ.□( 7占) 17.1 59.5 50.5 15.1 ( 15)別 100.0( dd) 21.2 55.ロ 21.2 4i ( 1日
瑚 塁慧 100.D( 57) 14.2 51.5 42.0 12.5 ( 8)0 2占 9 4占I 2占9 78 2〕
坐 通 勤 1ロ0,0(41占) 12.5 5?.0 55.? 14.4 ( 55)
通 学 100.0( 81) 12.4 55.5 59.5 14.8 〔 11)
宿 自 宅 100_0( 52) 1?.5 40.5 29.0 ll.2 ( ll)
壁 家 庭 loo.O(255) 19.4 44.占 2占.9 9.1 ( 5占)
内 職 loo.Dl 52) 18.7 占8.8 12.5 - ( 1)
別 不 達 loo.CI( 5D) 25A 50.0 15.5 15.5 ( 占)
そ の 他 1DO.ロ( 7) - 28.5 57.0 14.5 I( 4)
香保育 あ り 100.0( 55) 10.5 15.8 24.2 51.7 ( 4)な し 424 54 40ー4 5 5 10 50
休日煤育 週 休 制 loo.0(285) 15.5 55.? 5占.5 16.5 ( 55)
月1.オ司+不定 100.0( 78) 24.0 57.0 27.8 ll.2 ( 24)
( )は実数
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盟 8･占･2 車の保有とレクリエーション利摘 (%)
保 有 率 レクLlエーレヨy目的に
よく利用する たまに利用 利用しない
通 勤 142 (占.7) 40.0 55.5 a.5
通 学 19.占(18) 22.0 占占5 白.7
自 宅 労 働 41.5(26) 1?.1 69.1 ll.7
家 庭 主 脚 14.5(42) 40.8 42.6 ld.占
( )内は実数
5)行楽レクリエーVヨソ参加の雑Eil型
行楽t'クリエーレヨy空間は日常の生活空間から切りはなされているが 'その利用染 田 は ,日常生活で所属し
ている集団と閑迎をもっている｡
いま.雄軸型を簡略化して ,イ)単身 ,ロ)家族グループ,ハ)友人グループ.ニ)即体 'ホ)その他 ･に区分し
て分析を行うQ表8.6,5.図8.6.2
まず .性別･年令BlfTは,単身は,男子10,20代および5D,占0代でや 布ゝ く,逆に ,家族は5ロ-ヰo代
女子では20-50代で多くなっているo友人は,年令とともにてい城する｡女子の場合,5D%までか家族連れで
あることが注Elされる｡




族が多いのは.企画 ･遊園地.社寺.名所 ,自然行尭などであI),海水浴は家族と友人がほ 等ゞし( ∫ハイキング'
登山,スキーなどは友人グループに多いqEB体は･温泉休斐以外は少くなっているQ
表 8.6.5 男女別年令別行楽典Eifl (%)
計 ィ.単身 ロ.家族連れ ノ､.友人Fル プー I-i.Efl体 読.そa)飽 不 明
男チ 15～19才 ( 占1) ll.a ll.4 41.0 25.D 1.4 ll.4
20 代 〔188) ll.7 24.5 54.5 26.5 1.6 1.1
50 代 (222) 4.5 44.ロ 25.9 25.2 D.5 1.8
ヰo 代 ( 84) 4.8 42.9 21.4 28.占 - 2.4
50 代 ( 54) 9.5 27.8 1&.占 51.5 55.占 ?.5
占8才以上 〔 20 150 450 15 00 - 50
不 明 ( 2) - 50.ロ 50.0 - - -
女辛 15-19f (116) 2.占 24.1 42.2 28.5 0.9 1.7
2ロ 代 (21占) 1.9 49.8 50.5 15.1 1.9 1.4
5EF 代 (.154) 1.5 60.2 18.2 15_占 0.7 5.9
ヰo 代 ( 49) - 55.0 .22.5. 14,5 2.0 6.1
ヨo 代 ( 40) 5.ロ 45,0 1,7.5 50一口 - 2.5










< 生 活型 別 行 楽 集 団 >
ノヽ ニ ホ へ
友ル 団 そ 不
人l の

































ド ラ イ 7
その他 の 目的
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イ ロ ハ エ ホ へ
卑 家ル 友ル 団 そ 不
凍1 人I の
身 グプ グプ 体 他 明
<行 親 タ イ プ 別 行 楽 典 艮 >
イ ロ ハ
表8.占.d 生活型別行動奥田 (qo)
＼ ＼ 汁 ィ.-単 身 ロ.家族連れ ノ､.友人FJレ-プ 二.正月 体 水.不 .他 不 明
通 勤 製 〔5占5) 占.2 51.5 51.0 27.4 1.9 1.9
通 学 型 〔 71) 7.2 22.5 L15.ロ 25.2 1.4 D_7
自 宅 型 ( 42) 1.5 5?.5 24.2 54.9 -
家 庭 型 (284) 2_5 占5.0 ldA ll.2 1.7 5.ロ
内 職 型 ( 25) 15.5 55.2 1占.2 21.占 5.4 8.1
不 定 ( 7) 18.7 18.7 51,2 51.2 - -
計 (75占) (占7) 〔495) (54占) 〔289) (21) (52)1DO.D 5.4 59.5 ! 27.7 (25.1) (1.7) (2_6)
( )は実数
去 8･･占･5 行楽タイプ別を如 き甜 (0/0)
a b C d e l f ど h 1 ∫ k
温タド 公助 杜見 ノ､の 花どの 狩 梶 スどキの ド 早の 不
良 一Jlで 聞物･閲 寺物名 イ野キ外 兄も白〟 千 水浴 一山千 フイ 他め 明
ルのス休 遊な腐ど 所な y酒グ劫 み然じ行 鍋 千舟 ス登ポ プ 理
セ蕃:′ 也 どの など 狩楽な 遊び 山 一なツ 也
単 身 : 1一占 2.9 8.7 0.a 5.0 18.5 1.4 5.5 2.8 0.d 12.2
家 族 連 れ 5.5.5 71.2 58.0 5LIJS 4?,? 55.5 44.0 22_5 22:1 5占.5 59.2
友人プル■-プ 25.4 15.8 28.2 50.2 24.2 40.0 44.8 55.2 5?.ロ 56.1 24.5
Ef 体 57.5 ･JO.1 25.1 14.4 22.9 8.L3 10.占 19.0 5占.1 占.8 24.5














丑 B.占.8 行 楽 の 膝 書 (%)
:計 a仕 申 b休 息 AC家 中 Id t臥 e弱 い ∫お 金 ど逝 貝 h仲 間 ll許 可 ∫その也 不 明
紐 計 (895) 25.9 18.7 14.8 8.2 5.0 19.1 5.0 5.5 1.9 5.9 54.1
性 男 子 計 (4ロ0) 55.0 25.ロ 8.8 7.0 2.5 20.5 4.0 5.0 1.5 4.5 55.5
10 代 ( 58) 51.a 18.4 - 7.g 2.占 25.7 2.占 10.5 一■ 15.8 25.7
20 ク 〔105) 55.9 5占.9 1.8 5.9 - 51.1 5.8 5.9 0.9 5.9 2占.2
50 / 〔146) 51.占 52.2 1.4 a.2 0.7 15.8 5.4 1.4 1.4 2.7 55.占
40 / ( 59) 59.8 20.5 占.8 8.5 15.占 1.7 - 1.7 1.7 42.4
50 ク 〔 5占) 27.a 56.1 5.0 - 18.7 5.占 J- - Jl- 5.占 47.2
早令 60才以上 ( 18) 22.2 ll.1 - 1占.7 ll.1 22.2 5.占 ll.1 - - 59.a
女 子 計 (49日 1占.5 15.占 2占.D 9.2 5J 18.1 2.2 5.9 2.2 5.7 54.4
1 代 72 159 194 - ll1 14 ldJ 28 42 4.2 4.2 417
別 20 ケ (189) 18.5 18.0 52.8 10.0 5.2 21.7 2.7 4.2 2.7 5.2 26.5
5ロ ケ (121) ?.? 8.5 55.0 5.8 1.7 10.7 0.8 1.7 1.7 2.5 44.a
40 4. ( 51) 27.5119.6 41.2 98 5.9 25.5 2.0 5.9 2.0 ?.8 51.4
50 ク ( 50) 2占.7 20.0 占.7 占.7 10.0 18.7 5.5 5.5 - - 55.5
占0才以上 ( 28) 7.1 5.5 lD.7 14.5 7.1 21.4 5.5 10.7 - 5.5 52.1
不 明 ( 41■ 25.0 - 25.D - - - ~■▼ - - 58.0
職 専 門 ( 占1) 40.0 54.4 5.5 8,2 1.占 15.1 5.59 1.6 5.0 41.0
管 理 ( 47) 42_占 54.日 - 6.4 2.1 占.4 - 2.1 4.5 51.9
堺 筋 186 2占9 285 2 ll.a 27 215 52 2.7 1占 15占
兼別 労 務 (157) 58.0 45.5 5.8 12.4 2.255 51.5 8.015 4.4 4.4 2.9 19.0
自 首 ( 44) 45.5 22.7 a.8 4.5 9.1 - - 2.5 40.9
無 職不 明 (595) ll.9 15.2 28.1 5.8 18.5 4.a 1.5 5.1 57.5
也 通勤 大官 ( 49) 58.a 55.0 10.2 ･.I12.6 12.5 24.占 5.5 1 2.口 20.4
千里 ( 85) 41.2 24.7 5.5 4.7 ll.8 2.0 5.5 2.4 28.4
門其 〔 78) 59.5 48.7 2.占 ?.a 55.5 12.8 i.占 5.a 5.a 15.4
区 千林 ( 61) 24.占 51.2 1.占 16.4 18.0 5.5 7.6 1.占 5?.4
主婦 大宮 ( 58) 5.5 5.5 15.8 5.5 5.5 7.9 5.57,2 5.9 2,占 5.5 58.0
別 千里 ( 8占) 5.8 7.0 512 5.5 7.0 5.8 2.5 1.2 5.5_45_4
門夷 72 7,2 12 500 28 28 52口 8 1.4 14 1?,5
千林 ( 28) 14.5 - 57.1 17.9 1.4 28.占
一生 通 勤 〔418) 54.2 5占.1 5.4 ll.7 1.7 22.D 5.5 5.1 2.4 2.4 52.1
通 学 ( 77) 17.5 9.1 1.5 占.5 2.占 24.7 1.51?l 5.94 2.6 10.4 41.占
自 宅 ■( 4占) 47.8 25.9 2.2 2.2 2.2 10.9 4.4 .4.4 54.8
宿 家 庭 (267) 7.9 7.5 5?.0 5.占 4.1 1占.4 1.5 4.5 5占.0
塑 内 職 ( 52) 54.4 12.5 54.4 5.1 5,ー1 25.□ 5.1 5.1 28.1
不 定 ( 2占) 7,7 7.7 - 1?.2 T5.4 15.4 19.2 4占.2
( )内は実数
･!151-
図8･占･5-1行楽レクリの障害 く 性 ･年令別 フ
＼＼ ＼･.
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を示 し,後者は若年胤 こ集中の傾向がみられる｡姦JD回数心ヰ階層的な差があるが ,全数の15qToが1回もな (･ま
た5回以下が40%と,半数以上がせいぜい2ケ月に1度軌 Lfである｡しかし,今後の行楽こ対する要求はきわめて
削 ､,そしてこの場合の障害の罰日 は .余暇時間の不足文は欠如である点は,戸外休養あるいはスポーツの場合と同
様であるが,行楽の場合は,経済的支出 (その主たるものは交通斑)に対する田鹿性が強姻されていもことが注目さ
れる｡


















せとり出して分析する｡まず通勤では地域の買物か低い以外 .他の5地区はは 買ゞ物+訪問型を基本としているが ,
都心性外出は'門強,および千林でたかくなっている｡スポーツでは,地区蓋はみられないが .門真がや 高ゝくなっ




若年男子に限られている｡外出回数では周 年令屈 ,主婦 ,自首屈で少くなる傾向がある.オープ./スペースの利用 (























































































Tl tl ･ '1 L I t=, h i J
衷 8･7･1 1i喝間内の外 出 ,立寄レクリェーレヨン宿動旺 (%)
汁 a 也 lC d e f ど h 1 一∫
公 周 スポ｣ツ 声トト 喫 茶 趣 味 映 画 スポーツ長物 知人友人甜拭 その出 な し 不 明
段 計 (995) 17.4 5.5 51.2 10.9 ?.7 16,4 5.9 22.8 7.2 25.9 1D.¶
性年令別 男 子 計 (45Jl) l?.2 9,0 21.2 25.1 17 19.2 7.7 2L1.5 ll.0 24.7 (50)
10 代 ( 48) 14.占 10.LI 20.8 8.5 4.2 25.D 2.1 14.占 4_2 41.7 (2)
20 .ケ (115) 18.5 1占.5 17.4 58.5 5.2 5D.4 7.8 55.0 ll.5 14.8 (5)
5日 J' (151) 15.9 ?_5 25.8 2t9 ?.9 12.占 ll.5 25.2 ?_9 22.5 (15)
40 ク ( 75) 17.8 4_1 20.5 17..8 占.8 12.5 5.5 15.7 15.7 27.4 (占)
50 〃 ( 42)ト25.8 1?.ロ 14.5 ll.9 7.1 4.8 26.2 21.4 5.0 (5)
占0才以上 ( 25) 28.0 28.0 2ロ.□ 8.0 1占.o 8.0 28.0 4.0 52.0 ( 1)
女 子 計 (555) 16.1 2.占 40.0 0.7 ll.占 14.D 0.7 2T.5 4.1 2占.9 (71)
10 代 ( 75) 20.8 9,5 48.0 - 21.5 18.7 1.5 14.7 2.7 55.5 〔占)
20 +(19占,) 17.? 5.占 42.5 1.0 1占.5 18.4 1.0 21.9 0.5 2占.o (20)
50 ● (`151) 21.4 さ?.7 0.8 5.5 ?,9 8.8 25.2 4.占 20.占 (25)
4ロ ケ ( 占2) 5.2 45.2 2.8 8.1 8.1 21.ロ 4.82 1?.4 (14)
50 'J ( 55) 2.9 28.占 2.9 17.1 22.9 45.7 rS)
占0才■以上 J 56 1 9 50占 28 228 - 5占1 5占1 〔5
不 明 〔 占) - 1占.7 - - 1占.7 - 55.5 - 55.5 ( 1)
職莱那 専 門 ( 占占) 15.2 9.150rS 18.2 12.1 T9.7 5.0 21.2 7.a 22.7 (2)
管 理 ( 51) 19.占 5.9 25.5 17.6 ?.a ?.8 7_8 17.占 llJ.8 17.占 (占)
串 凍 (210) 1占.2 10.5 55.5 15,5 17.占 21.9 4.8 24.5 8.1 22.4 (1占)
労 務 (155) 10.5 5.9 50.1 21.占 4.占 ld.5 9.1 24.2 19.6 40.5 〔4)
自 首 ( 59) 15.5 5.4 12.0 10.2 占.8 17.0 1.7 22.D 17∴0 20.5 (15)
無 職 (44g) 1占.7 2,5 55.4 5.A 7.5 ?.8 0.9 22.7 i.D 27.占 (占~占).
不 明 ( 7) 25.1 - 15.4 15.4 - 7.6 25.1 15.4 - (.,笥
也区別 通勤主婦 大宮 ( 561 1占.1 5,4 7.1 1占.1 14.5 17.8 7.1 50A 5_4 25.2 〔2)
千里 ( 90) 14.4 12.2 54.4 17.8 10.0 17.8 8.? 25.占 14.4 -一 (一)
門真 ( 89) 15.1 dJ 22.5 28.1 19.1 20.2 ?.O 52.0 6.7 lP.1 (8)
千林 〔 占5) ?.2 1占.9 29.2 20.0 21.5 27.7 7.7 24.占 5.1 10.8 〔4)
大宮 ( 42) 55.7 - 55J - 4.ら 9.5 一l 1占.7 - 28.6 〔8〕
千里 ( 89) 1占.9 6.9 57.1 1.1 7.8 7.8 50.ロ 9.0 - (-)
門其 ( 77) 7.8 51.2 - 2.占 6.5 20.8 2.6 51.2 (5)
千林 ( 29) 17.2 41.4 - 占.9 10.5 15.8 6.9 20.7 (18)
隻宿 通 勤 〔471) 1占.l 8.7 51.占 12.9 12.7 21.2 占.占 24.4 7.4 22.9 (28)
滴 苧 ( 92) 2占.1 15.0 26.1 15.0 14.1 22.8 2.2 1°.1 9.8 2?.5 (5)
自 宅 ( 占5) 20.占 5.2 15.9 ?.5 4.a 14.5 4.8 17.5 9.5 50.2 〔12)
家 産 (289 52 - 占D 75 62 占 05 55 48 8_□ 〔4
型 内 職 ( 5d) 12.1 - 25.0 - 6.1 18.2 2.7 18.2 ■.▲ 15.2 (9)













散歩に対する要求は一触こ剛 ､が.その理由としては ｢緑や土に親しむ｣l気分を変えたhJが多(,i丸 寸ヾ連動不足｣
｢子供をあそばせたtlJ｢El光に当りたい｣の順になっている.このうち,大きな差がみられるのは ｢子供を遊ばせ
たい｣という理由でこれらは門知 ,千林のごと( ,子供の安全な遊び場のない地区の主婦層で高くなっているO
戸外休馨生活 を行 う上での酷害は.何 よ t)'も仕中や家事で忙が しい こと｡次 に. この比輩 は門
i篭,千林 ICJ帯 (な .,てい も ｡ と同 時に.門夷.千林では.戸外休藻生活の鏡台を増大 させるための適当な











































よ脚があf),児塵については ,城北公敵 '1や 遭ゝいこと,また広域公園として外来者が多いことなどから,地区専用
の児童公園の設置をのぞむものく5),また淀川敗が危険であるので,肪許柵をして子供が遊べるようにせよ【21'住宅地


















とい う要求 もあ もO.また商店街が近いのは子供に悪単車を与えるといった意見もある｡
成人層については,休 日の学凝開放をのぞむ,誰でも (1人でも)参加できる体育館がほしいといった要求が店員
暦にみられ尋O






9' レク リエ Vーヨン空間の原単位的分析
9.1 研究の目的と方法
レクリエーVヨソ人口の増大･と(に都市的生活者の増大にともなう戸外レクリエーVヨン常要の構造的変化は,









































8.絶対的規擁 :その行動における動作か必要とする絶対的な規払 人間工学的に決定される動作範囲や 'スポー
ツの盈技JL,-JL//tどで決められる戯小取の規模o
b.周填規模 :その行並蜘l必要とする空FH順 境の野を保つために庇小胞必輩な規模 ,たとえば原始自然現場とか森
林公固とい.,たものo
C･相対規模:1人当｡所要面科 (-1/*U用密度)が決った場合｡ 必要収省力と0減 俸で苛かれる規軌
実際の単位レクリエーVヨン空間の規掛まa～Cの組み合わせで決定されるとみてよt･ヽ ここではまずaおよび b
について考察する｡
これを空間での動作勤 .ら考えてみると.大分してSt迎 (静止型),Br塑 〔ブラウン運動型). Fl型
(流動型)の5っのタイプが存在するo
St型 :伸止またはそれに近い助作形態｡休息や知的活動の多くはある一定抱囲の静的な･活動であるo
Br型 :軌杓な宿勤であるが ,その動作は,一定福陶でのブラウン運助を行うもの.室内スポーツ,Fラy ドスポ
ーツの多くはこのタイプに属する｡
FL型 :あるJL･- トに沿って流動するタイプ｡ ドライブ,サイクリング.登山などの歩 暮走行型レクリエーレヨン
はこのタイプに廊する｡
StおよびBr型は限定された空間をもつものとして,規模を面巌の中位で測定することができる.しかし.F丸
型の場合は,面揖 よ ()もJL,- トの長 さが 問題 とな る｡ ただしF且塾においても,単に動作空r弧 外に.あ
とでのぺる環境を形成するだけの修県的空間が利用の前提となるOこの場合屯規損は地形的な灸件が彰噂し,無限あ



















2)空間性 1人削 所要両横-A/^ 逆数にして /^A-亀鑑
または1人当l)所要延長=L/^ 逆数にして /^L-密度
｢般にはA/^ の単位で測定できるが'FR,卦土面輯よl)も延長との的係が重要となるため流動の箇臥 題臥 交滴
手段などの条件によって変化する｡
これらの単位関係を整理してみれば次のごとくなる｡
即 . 闇 DA DL




































人 工 環 境 ー → 半 人 工周 境 4-→ 自 然 環 境
壁間 光 人 工_照 明 - ′ 太 陽空 気土 地 空 気 調 節 ｢ 大 気
人 工 土 地 ′ 去 面 加 工 7 地 表 (土 水ー)
潔 気 象 ナ シ ′ ′ ア リ
境. 気 候 安 定 ノ - 不 安 定
壁# 動 植 物 ナ ン - 栽 培 .飼 育 -7 自 生 .野 生
果朝 スケール 小 さ い ' ノ 大 き い
空間刺用 空 間 柵 成 棟 層 的 ′ 平 面 的
利 用 密 度 高 密 ′ 低 密
変化 レステム 破 壊 + 建 設 ′ 保 全
高密度な土地利用を行ってきたわが国では ,完全な瞭始環境はほとんどなく,何らかの人為が加えられて





はさらにミクロな区分が必要となる.すなわち.戸外 ･円の区別が行われ .さらにその性質からみて'自然発源型 ,
戸外施設型 .戸外一般型 (広場塾),中間型 (体背飴塑),戸外施設型 ,戸内一般型 (毒内型),文化財型に分ける
ことができる｡
N 自 然 資 源 型 :特定の自然環境を必要とするもの.
Fo 戸 外 施 設 塾 :戸外空間であるが 一地役に尭きのあるもの｡
O 戸 外 一 般 型 :戸外一般であればよいもの
(広場･空地塾)
M 中 間 型 :戸外でも戸内でもよいもの
(牲膏血型 )
Fl 戸 内 施 設 塾 :戸内空間であって専用的な施設を必要とするもの
1 戸 内 一 般 型 :戸円-蝕であれはよいもの
〔室 内 型)
C 文 化 財 型 :歴史文化財などを中核とするもの
表 9,1.1 L/クリエーVヨy行動例と空間基本粂件
基本空間条件行 動 例 輿位 罷 i 居
空間 鷲 -i 墳
規 密 塾模 度
休息 1 コ ロ ホ S S I_2 T V . ラ ㌔ オ S S J
的 5 新 聞 雑 誌 S S I
宿動 4 田 ら ん S S 1
5 宿 泊 休 養 Ⅱ.皿 S Fl
文化 占 室 内 ゲ ー ム S S ∫
7 喫 茶 飲 食 (店) Ⅱ.Al S Fl
8 パ チ ン コ Il'm S Fl
9 み る ス ポ - ツ(野球.すもう.競馬.競輪等)10 音 楽 会 Ⅳm S Fol一
的宿 11 演 劇 Ⅷ S Fl
12 映 画 a S Fl
15 その他の 演 出見物 皿 S Fl
勤 14 定 番 S'.T.且 S I.F1
15 芸 能 創 造 Ⅰ.Ⅱ S.Ⅰ I.Fl
17 文 学 創 造 i.Ⅱ S.Ⅰ I.Fl
基本空間条件行 動 例 単位 同時 頚
空間 刺用 墳
演模 密皮 輿
文化的宿勤 19 庭 つ く り I.JI S.i 0
20 植 物 栽 培 1.Ⅱ S.1 0
21 動 物 飼 育 I.Ⅱ S.I Fl.0
22 美 術 館 Ju I.Ⅱ Fl
25 博 物 飴 皿 .I.Il Fl
24 水 族 館 Ju 1.Ⅱ Fl
25 勤 植 物 園 Ⅳ Ⅰ.■Ⅱ Fo
2占 祭 礼 行 gF Ⅳ Ⅰ.Ⅱ 0.C
体育運動 27 戸 外 あ そ ぴ 正一Ju Ⅰ.Ⅱ 0
28- ロー ラ ス ケ ー ト Ⅱ.JE Ⅰ●Ⅱ 0
29 卓 球 Ⅱ Ⅰ Fl
50 キャブ チ ポ ー ル Ⅱ Ⅰ 0
51 バ ド ミ ン ト y Ⅱ Ⅰ 0.如
52 バ レ ー 練 習 Ⅱ I 0.山
55 ブ ー ル あ そ び Ju S.Ⅰ Fo
54 ラ L> オ 体 操 S..Ⅰ S 0
55 ボ デ ー ビ ル S.Ⅰ S I
5占 な わ と ぴ S.Ⅰ S■ 0
57 ゴ ル フ 練 習 I.JtJ Ⅱ Fo.Fl
58 フ *- ク ダ ン ス Ⅱ.皿 Ⅱ 0ヽM
59 ポ ー リ ン グ 1I.Ju Ⅱ Fl
4ロ 散 歩 Ⅳp 皿p 0
41 体 操 亜 妓 Ⅱ.Ju Ⅰ M
42 剣 道 .案 道 Ⅱ Ⅰ M′
45 フ .L ン L/ ソ グ Ⅱ Ⅰ M
44 蓋 丑 あ げ Ⅱ I M
45 す も う Ⅱ Ⅰ M
46 レ ス iF y グ Ⅱ Ⅰ hf
47 弓 道 Ju Ⅰ Fo.M
48 バ t/ - 求 - JL, ]Ⅲ Ⅰ F○.M
49 バ ス ケ ブ ト ポー ル Jtl Ⅰ Fo.M
50 デ ス nl Ⅱ Fo
51 野 球 ゲ ー ム Ⅳ Ⅱ Fo.0
-14占-
基本空間条件 単也 -同時 環
壁 刺 境
行 動 例 問 用
規秩 杏皮 塾
紘育避 55 アメリカンフグトポール Ⅳ Ⅱ Fo一°
54 ホ g ケ - Ⅳ Ⅱ Fo.0
55 ラ グ ビ ー Ⅳ Ⅱ Fo.0
5占 サ ブ カ - Ⅳ Ⅱ Fo.0
57 陸 上 鼓 按 Ⅱ.叩.Ⅳ -I Fo.0
58 水 泳 境 薮 Al Ⅱ FljFo
9 人 工 ス キ Fo
動 60 .人 エ ス ケ ー ト Ⅳ Ⅱ Fo
占1 射 撃 Ⅳ AI Fo
占2 馬 術 Al.Ⅳ 甘 Fo
占5 運 動 会 Ⅳ I.Ⅱ 0
行莱 64 日 掛 探 缶 Vp Ⅱp N
占5 文 化 財 探 妨 JLl～V･Vp 1Ipl～Ⅱp Cdd 郊 外 遊 園 地(動 植 物 園 )7 都 市 攻 防 Fo･C.Fl
占8 キ ヤ y プ Ⅳ tVp Ⅱp N
占9 軽 量 山 Ⅶ Vp N
-70 夏 山 登 山 ㌔ Vp N
71 冬 山 登 山 Vp Vp N
72 天 然 ス キ ー Ⅳ .Ⅴ Ⅱ N
75 天 然 ス ケ ー ト Ⅳ.Ⅴ Ⅱ N
74 海 水 浴 Ⅳ.Ⅴ Ⅰ.皿 N
7占 冒 , .ト ⅠⅤ,Ⅴ ilt]u N
77 ポ ト Ⅳ●Ⅴ 潤 N _
78 水 上 ス キ - Ⅳ■Ⅴ Ⅳ N
79 ド ラ イ ブ Vp Vp 0
80 サ イ ク D y グ Vp _Vp 0
a.-1 グ ラ イ ダ ー Vp Vp Fo



















lVld)Ⅳ1m03皿lotIS みるスポー ツ(醜弔ボー トレー ス･---)一腰 確鍋 iホ ンプ文化財探訪 ifr,イダー F
みるスポー ツ(野球 運動会 野球ゲー ムJVドポ ル 射 撃 i
すもう･--....) ラグビ-.サブカI,人か キ-散歩
コンサ トー 美術館 ロー ラスケー ト ~~~∴ 仁 一
映 画軒 劇図 番 館 動植物園祭 礼7-JLJ,ノq/-レスリング 室内ゴJLフフ一一クダンス求-リン7,テニス,水泳読技
喫凍 (店) 器 iけ咽 外あそぴ
外 食J 守 .y コ 三角野球
ラL>オ体操なわとぴ にわつくり日曜大工
コbネTVだんらん洗 車室内ゲー ム
s l0 1 102 Il lO3 lu lDA Ⅳ 105 V
最小 1人当り所要面珠 (甜/人)













































S I Ⅱ AL Ⅳ Ⅴ












大 . 堰中中 高 ～ .
大 . 育中 布 麗 ど み るスポ -ツ t
小 . 筒 r互コ] 山




























これに対 して,萌瞳戸内スポーツは,空F'aそのものより施設コストが ,括撞戸外スポ- ツは.空間そのものの親嵐
が大きくかつ低密旺利用であるため,一般に民間で経営される条件に乏しいわけである｡ただ,虜球,レクLIエ Vー
ヨ坊 J噛 ま,比較的高密鑑利用であり,回転率も商いから南濃ベースにのる面をもっている｡

















10 近郊遊 園地 の利用 と経常
10.1 研究 の 目的
わが国の伝統的な軌市生宿バターYにおいては.四季の年中行IiFと結びついた行楽L/クリエIVヨンの損金が豊富
にあった｡すなわち,花見,鉦鼓狩,汐干狩などの自然探勝,あるいは社寺の練日'祭日や納涼の催しなどが調密な





























































































































































b)最大日一日当l)利用密度でみると枚方バークの15,520人が魚苗で ,阪神パーク占,00ロ人 '宝塚フ 7
-155-
丑 10.1.1 遊 園 地 概 要 一 束
玉手LL盛 園地 l 淡 砲 並 歯 ■宝鞠 ミir-ランド' 枚方バーク …あやめ池遊園地 生的山上逝扇 訂
泊 線 名 詳 酢 醐 道 南海水線淡輪駅 阪急宝塚線宝塚釈 京仮線枚方公園 近鉄奈良線あやぬ地駅 生駒ケープル生的山上駅
開 設年 月 日 1908(hTll.9_) 119日(MH一日 19王l(^144.5) 1913(T2) 1926(Tl5一6) 1929(S一.3)
践 宮 管理 者 近鉄直営 南海唱範 .地元共同経営 厩急唱鉄造営 京坂屯鋲直営 S52まで近鉄後宙∈畦地遊戯KK 近鉄直営
当 初 規 模 8.2ha 1.占ha 0.ddba 1.Oha 55.Ola 50.Dha
現 在 規 模 8.2ha 1.7ha 10.9ha 4.7ha 49.5ha 81.2ha
立地 動 撫+ 都会より至近の 乗客誘致 乗客誘致 乗客誘致 乗客訴丑 乗客誘致
郊外景勝地 山海の鼠色A.勝 M45に襲 (京阪電車の創 〔近鉄M45割 都会より至近の
古墳 ,丘陵改革 の地 ,つつ じ, 由布馬堀気 漢M59)枚方 某)都会よl)萱 郊外泉勝地
山の利用 桜の名所 鉄道閑適 在住の有志により枚方発展策として思原山 設置 近の郊外景勝地2つの朝敵用の利岡 山岳地の平地利伺 -
鋳 政 策+ 子供向き催物 淡臨ディーの魚釣客の招致 家族中心娯楽センタ-.歌劇等を含めたバラエティ¢填る臆 し 柄-# 間の野外アトラクVヨy
年間入園者致 22万人/年 22万人/牢 557万人/辛 9?.5万人 104万人 117万人
施 設 現 況 昆虫館一野外劇 海水浴場 劇場 ,動植物園 菊人形館 パーラ 自然博物館 , 展望台 ,遊戯施
填 ,催物飽 ,小 つつ じ固 ,臨海 おとぎセンター , 園 .野外劇場 , 民家 ,プール 投 ,大芝生
動物威 学舎 .釣瀬 科学遊園 ,電車飽 ,昆虫館 ,-ルスセンタ フー｣ル モンキー ラyF遊齢施設 遊戯施設
入 園 .料 無 料 無 料 大 1川 小 50 大 200小 LOD 大 l50 小AD 無 料
沿 線 名 阪神電車甲子園釈 南海高野線狭山遊園前 南海本線岬公園釈 近鉄奈良駅 京福電鉄八軒駅 注)りま経営主体の話によるoその他は経富休提供の資料によるO主要参考文献
開 設 年月 日 l929(SJ) 1938(SI∃.5.) l957(S32.4.)- 1961(536.1.) 1964(S39.1D,)
経営管 理 者 阪神屯鉄直宮 南海電鉄直営 南海電鉄直営 日本 ドリー ムランド肌 京福電気鉄道直鷲
当 初 面 耕 ?,?ha 4.Oha 18.Oha 45.Oha 4.95ha
現 在 面 成 8.5ha 5.Oha 18.Oha 45.Oha 4.95ha
立 地 動 槻 乗客誘致 乗客凍致 70周年記念串 奈良の広域的葡
(阪神唱亜M5 狭山池の境艇場 兼の1つ として 光立地条件を利 ｢輸送奉仕の5
8創業) 跡を盤牌緑の芝生が中心 下り増車の乗客誘致 R] 0年｣阪神喝鉄 1955｢京阪神急行電誘 致 策+ 子供中心+若年 人工的にな らな 春夏秋冬に ｢- 助的なもので苦
廟に対象をおく い天然の風景を透視 まつ+.)Jと名 うつて行う催 し物 人を中山こ人寄せ 鉄50年｣1959｢鉄路50年｣京阪屯鉄 占Or5 噛 み｣
年間入園者数 20[l万人 21万人 7占万人 247万人
施 設 現 況 動物園 ,スポー ため地に水食 自然動物園 ,水 花時計 ,大噴水 海水水族館 ,
ツラy ｢,娯楽 猿の家 .鳩の 族飴 ,スポーツ 軌道馬束 ,中世 モニカホール 近畿 日本鉄道
施設 Iレス トラ アパー ト ラン ド までの城 ,幻想 婁内遊技場 19占0
y r.プラネタ リウム トラyク運動場 観光灯台 の国 ,遊戯施設 ｢50年史｣南海屑鉄19占0年間入歯致 .料入 園 料 jC^ lDO 大人 9D 大人 140 . 大人 400 大人 2帥


















































尭 10.5.1 時 間 ･空 間 あ た り 利 用 酷 旺
年 次 踏面析 年間緒八割者数 l農大 - 日入国 者数 平均-El単位面硫当り入園者 数 般大日-日単位両村当り入周者致 年間単位面舘当t_)入閣者数
玉 手 山遊 園地 S57 ha 人 人 A/lⅥ A/ha A/ha8.2 224.115 75 27｣400
淡 輪 遊 園 S59 1.7 224.917 - 5占D - 151.000
宝軒 アミユーランド S59 10.9 5,5占7,8DO 占口.00□ 89占 5.505 5.27ロ.ロoo
枚 方 バ ー ク S59 4.7 985.255 72,DOC 574 15.520 210.00ロ
あやめ池遊園地 S40 49.5 1,ロ45,□00 55.ロoo 58 707 21.20ロ
生的山上遊園地 S4D 81.2 1,1占占.Ot]D 2占,DOD 59 520 ll,700
阪 神 バ ー ク S59 .8.5 2ー000.ロoo 50.000 占22 占,824 228.000
狭 山 遊 園 地 S40 5.0 214.占57 - 117 - 45.000
岬 公 園 S59 1乱0 760.100 40.ODD 11占 乙222 422.000
丑 10.5.1 月 別 入 場 者 数 〔実 数 )
(即位 :人)
年次 1月 2月 5月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 軒
宝塚フ六 S27142898 51.03516312256.877241.566103.77169.7ノ柑 163L21.03771200.73815島2093.5.726l/ L701.170
リー ラyド S38263.248207.Ol5301921730312417,562173ユ92201J)05300,015295246337.776346,205I 87.OI缶3朋0513
阪 神バ ー ク S27 18270 9,744 29朗1 62119 85261 31.669 23.751 50518 38577129110 56.638 6699 609DlO
枚 方バー ク S38 一.470 2.733 29137 80560 90.076 19.751 3575 6.204 20.147313.473325.019 357l928月16
岬 公 園 S38 5ユ00 4即097.000161,DOG136.00032.000 9.00020.000 36.000 98,000100.00D aDOO 712500
あやめ池逝 囲 地 S27 22Ji98 15ユ32 43月5016941 97.776 20.370 24,444 J5,97&.22116 65.766 37148 lGBTa 582DOO32 31)60 765 60.43525335 5625 19朋 2295 1u5 ll.4-7声L73655124,695 1.53017~65BD
S37 2,445 2.415 2353525川20122250 20375 47.270 83.13021.19012250117.360 1.630 815.000
生駒山上 S32 6.426 3213 I.497 3320l51,051 15∫08 31,713129234 24533 40341 王2ユ38 2.499 357.134
逝 囲 地 S37 2295312.023 33朗390,719100.556 38255200.019361.783 99.463 86317 38255 9E37i.092郎9
玉 手 山 S32 - - 10203 67.別1 46361 895 - 4296 32578 l6A68 5370 179Dl8







月 別 人 間 者 構成比
或 10.5.1 月 別 入 場 者 数 〔%)
(oi))
i 年 次 1月 2月 5月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 †o月 11月 12月 汁
宝 塚 S27 8.4 5.0 9.8 15.1 14.2 占,1 4.1 Sld 占.1 ll.8 9.5 2.1 lDD.0
フ7ミリー ランド S58 71 5.占 8.119.8 12.1 4.7 5.4 8.1 8.09,2 .-9.4 2.4 10D.ロ
阪 神 バ ー ク S27 5.0 1.6 4.9 10.2 14.0 5.2 5.9 8.5 6.4 21.2 17.8 1.1 10ロ.0
枚 方 バ ー ク S58 0.5 D.5 5.1 8.7 9.7 2.1 ロ,4 口.7 2.1 57.0 55.0 0.4 1□0.0
岬 公 園 S58 ロ.7 ロ.占 15JS25.4 19.1 4.5 1.5 2B 5.1 lab 14.0 1.1 100.0
あやめ池遊園地 S27 5.9 2.占 7.5 29.2 1占.8 5.5 4.2 7.9 5.8 ll.5 占.4 2.9 100.052 ロ4 01 9 559 25 2占 D5 15 ･15 227 15 02
S57 0.5 ロ.5 2.9 58.8 15.0 25 5月 10.2 2.占 15.0 14.4 D.2 10D.0
圭勝 山上達園地 S32 1,8 0.9 2.1 ?.5 14.5 4.4 8.9 5占.1 6,9 ll.5 5.4 8.7 100.0
S57 2.1 1.1 5.1 8.5 ?.2 5.5 18.5 55.1 ?.1 7.? 5.5 0.9 100.0
玉手 山遊園地 S52 - - 5.7 57.9 25.9 0.5 - - 2.4 18.2 ?.2 口.5 100.0
S57 0.7 0.7 17.0 27.8 25ー5 1.5 DJ∋ 1.0 4.5 12.7 7.4 5.0 100.0
衷 10.5.2 園内滞在 時間 (昭和58年)
名 称 l 特 在 時 間
宝塚フ1ミリー ラt/ド 4時 間 (観劇を見ない場合 2時間)
阪 神 バー ク 2 ケ
碍 公 薗 5～ 4 +
あ や め 池 遊 園 地 4～ 5 +
生 駒 山 上 J> 2 J>
玉 手 山 ■ 2 +
八 瀬 サ 2 4
ド l- ム ラ y ド 5- 4 +
書枚方バークについての調査結果
S52年10月 (菊人形) 満15才RJ上の男女を対象







蓑 10.5.5 利 用 交 通 機 関 (%)
l 地 区 調 査 El 時 私 鉄 路線バス 観光バス 自軍用車 徒妨モの他 備 考
宝 塚 19占2.ll.5 65.9% 0.5 24.9 5.9 4.5 国鉄 0.55 59 占75 21 ll.9 10.7 占 52
阪 神 19占5 70.0 - 20D 10.0
坤 19占4 70.0 5ロ.0
ド リ ー ム 19占4 70.D 1ロ.0 15.0 5D
枚 方 1957 78.5 占.9 7.5 2.7 4.占
あ や め 池 19占4 91.4 1.6 5.? ll
生 駒 山 1957 455 56.9 14.2 5.占
7)利用者の集団 ,年令構成 衰 10.5･4





歳 10･5･4-1 入場 者 の集団型 (%)
地 区 調 査 日 数 1 人 家 族 迎 友人グル-プ 団 体 そ の 他
あ や 軽 油 19占4.10 占.8 55.占 2占.8 7.6 1,7
枚 方 1957.ll 1.7 51.占 51.5 14.4 0.980 5,9 472 252 2 9 8
19占5.ll 5.0 51.4 21.5 22.5 1.占
表 10.5.4-2 利 用 者 席 の 変 化 ･
大人,小人 ‖国人 .EE体の割合 (%)
地 区 年 度 大 人 :小 人 個 人 : 団 体
宝 塚 昭 57 70 : 50 52.2 :47.8
阪 神 + 58 占5 55 70 50
枚 方 88 12 70 5()
岬 70 0 55 45
あ や め 池 ● 57 82 18 72.9 27.1
生 的 山 J> 57 75 25 X
さ や 生 地 4 58 70 50 占5 55
^ # +59年10月11月lご訊Tr 77 25 X
_1占1-
年 令 別 割 合 (%)
地 区 掴 充 年 次 10代 t20代 ヨo代 48代 50才以上 計
枚 方 バ ー ク 昭58年11月 14.8% 2?.1% 28.5% 14.5% 15_5% 100%
あやめ池 紘 哨59年1D月 15.4 56.2 27.a 8.8 14.0 ケ























11 奈良市の レク リエーVヨソ利用
ll.1 研究の目的と方法
素点市は京都市とならんで,軸 咽 の歴史文化財封沖 地区であり,広域的な文化財観光L,クリエーVヨ y地域を形
成している｡また,寮良市は歴史文化財を中心に.それらをとりま(仝嵐的環境をもった小都市でか).大阪から
片道50分といった交通条件の至便さもあって,大阪からの日帰t.)行楽緑地的な性格を強(もっている｡現在の奈良

































現在の近如 ･)1914年 (大正5年)姦良- 上六問を朋適し,その後1928 (昭和5年)奈良- 京都間p19
51(同占年)大阪- 上田欄を開通して以米 ,哀願神血圧称と化し,日帰りレクリエIVヨyの増として盛んに利
用されるに至った｡奈良を訪れるレクヅエー-Jヨy客は在韓5%桂皮の増加があり･1965年においては約950
万人と推定されている｡その洗入手段として,近鏡 .国鉄を利用するものが占50万人 'バス 自ー家用利岡が500
万人程腔である｡鶴光客の1/Jが粧大和 訪れ 〔宗Bi公園+硬式寺+春日大社〕の利用客が大路分である｡図11･
2.1｡
ll.5 戟光施 設利用統 計 に よる分析
1)年次変化について
i)社 寺
丑 11.5.1 年次別社寺参拝客数内訳 〔単位 :千人)
地点 年 次■ 19占D 19占1 1962 19dS 19占4
春日 培 数 5,000 5,580 4.ロoo 4.800 4.2DD
対 前 年 度 比 - 1.17 1.14 1.00 1.05
団 体 2BOO 2.DOG 25DD 2,5 8 27 O
大社 対 前 年 度 比 - 1:oo 1.25 1.00 1.08個 人 1.ODD 1.500 1.500 1一5 1.5 0
対 前 年 度 比 - 1.50 1.OD 1.00 1.00
蕃 揺 数 55.2 58.2 4D.1 44,2 48.0
日大社 対 前 年 度 比 - 1.09 1.05 1.07 1.08団 体 2.8 5.5 5.5 4.2 4.8
′~ヽ宝物 対 的 年 鑑 比 - 1.25 1.DO 1.20 1.15個 人 52.4 54.7 5占.占 40. 45.2
竪 対 前 年 度 比 - 1.07 1.06 1.09 1.08
磨招 総 数 - - ′489.8 5占5.0 4920
対 前 年 度 比 - - - 1.15 -
団 体 1占9 4568 07.
姥守 対 前 年 度 比 - - - 1.10 -個 人 72.9 1Dd.2 85.0
対 前 年 度 比 - - - 1,4占 -
西大守 総 数 - - 185 251 591
対 前 年 密 比 - - - 1.25 1.65
ED 休 - - 45 48 70
対 前 年 旺 比 - - - 1.□7 1,4占
個 人 4D 185 2
対 糾 年 度 比 - - - 1.51 1.75
0その他の社寺
東 大 寺 (19占4年)
興 福 寺 〔19占4年)
法 華 寺 (19占4年)
薪 典 師寺 (1964年)































哉 11･5･2 年次別その他観光地設入場者 〔単位 :千人〕
地点 年次 19占0年 19占1年 19占2年 19占5年 119占4年
旦吾 総 数 - - 1.881 1.815 -対 的 年 度 比 - 0.9占
嘉i 総 数 809 791 789 751 -対 前 年 度 比 - 0.8 1.00 8.9｣5
国博物立地 総 数 75 91 9D 90 14ロ
大文革和飽 総 数 - 2占 5占 50 .45対 前 年 旺 比 - 1.8 1.9 0.8占
万細物薬園 総 数 1ロ ll 12 12 4ー対 前 年 度 比 . - 1.18 1.09 1.ロ□ 1.17
.注) 各施設提供の嘩料による｡
表 11.5.5 年次別主要駅降車人月 〔定期外)
地 年次1959年 19占0年 19占1年 19占2年 19占5年
国秩 】 総 数 1,515 1.594 1.549 1.429 1.517対 嗣 年 庶 比 - 1.06 0.97 1.05 1.08








近鉄 ,国鉄暴虐駅韓蕊大別 ま昭和58年壁においてば152万人 ,580万人であるが ,梅坪1.05-1.n7割増
加している｡近鉄と国鉄との降並人El比は2.4:1複度である｡
袈 11.5.4 社 寺 参 拝 客 月 別 伸 也:千人〕
1月 2月 5月 4月 5月 占月 7月 一8月 9月 10月 ー11月 12月
春日大社 1962 580 100 50ロ 400 SDO 5DD BOO 208 550 50[l 4DO 5505 4〔lO 〔) 450 250 580 0 三川0
番(円宝大物社殿＼.一′ 19る2 4.7 Sタ 4.0 5.0 4.5 5.4 2.0 1,占 2.4 5.i 5.7 2｣5
1965 4.2 4.8 5.01 5.占 4,7 55 2.2 2,0 2.占 王J8 4.0 2.i
唐招揺寺 19&2 8.8 追.る 55.る る6.4 75.8 41.4 14.7 125 51.4 9占.1 74J 7.61965 12.8 8.9 78.1 8.1.8 89.2 42.8 10.9 16.4 56.4 1ロ8.9 84.2 9.1




1月 2月 5月 4月 5月 6月 71;i 8月 9月 10月 1壷 12月
質 19占2 95 50 506 517 225 78 92 2∠ー5 12ロ 177 1占7 2985 ･72 2 2 5 85 48 11占 88 18 -る 85て 45 7
憲還 19占2 5.8 54 7.2 249.7 154.2 5.8 42.9 87.0 ll.7 157,8 1.02.2 281985 25 一.7 4.7 195.0 107_8 41.1 54.4 ふ5.8 41.1.1.5占.5 98.7 乙0
国博狗立飴 19占2 1.5 1.7 5.8 4.5 8.1 2.7 2-2 5.1ー tS 57.a 21.5 一.2Jる5 一2 5 9 59 _i 5占 .4 i 2.7 45 197 -
大文準和緒 9ー占2 1.5 0.9一 1,タ 5▲1 6.5 2.7 1▲4 1.7 2一5 5.7 5.2 1.61 65 28 22 4.0 4.占 54 58 . 22 占.1 1ロ5 45 5.
万嬢 19占2 0.4 0.2 1,8 1.4 1.9 O.8 日.5 0.8 1.8 1.9 1.7 8,4
注) 各施設提供の資料による｡
表 11.5.占 主要駅月別降車客数 (定期外) (単位:千人)
1 2 5 4 5 6 7 8 9 10 ll 12
国 鉄 19占2年鑑 124 81 158 197 168 78 94 12! 90 158 109 90
19占5年坪 126 8占 162 6ー占 1占8 98.102 159 111 149 125 95
近 鉄 19る2年蛙 517 196 271 481 450 219 255 559 2占6 40& 509 229
軽) 市役所掻熊の溌科による｡
-1占7-
二心 tl 大 社ノ く赫Lj大 杜宝物殿L二･
■
▲･r
く榊 的 推 し一㌦




l)社 寺 蓑 11.5.4, 図 11.5.1
2季節でもU.10月.11月が第1ピークで,4月,5月が第2ピークとなっている｡2月,12月は-番少く,
7月,8月がそれについでいる｡
‖)その他の観光レクリエ Vーヨ ソ施改 衷11.5.5,Llll.5.1




























Iv)社寺以外のレクリエー Uヨy施設では ,ドリー ムラy｢.あやめ池遊園地 .異山ドライブウェイが多く'そ





高( '1/40- 1/10程密で'そa)他の社寺 '地役は大略 l/60-1/80程度である｡
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表 11.5.7 各 施 設 媒 中 串
＼ ＼ 19占4年で一番多かつた月日 出大 Elの人数あるいは台 数 11月5【∃の利用者数あるいは台数 蓋 x100 虎 大 日 脚 倍数xlO
毎面う｢有事萄 年総数
春 日 大 社 1月2fj 28口,0ロ0人 50.000人 4.7占% 17.1倍 12_55
春 日 大 社(宝物殿) - 852人 1.77 占_5 12.a
唐 招 提 寺 11月5日 占.855人 占.855人 1.51 5.1 15.a
西 大 寺 11月5日 7,DDO^ 7,DDO^ 1.78 占.6 14.2
興 福 寺 11月5El 4.000人 4,000^ 1.45 5.2 -
北 大 寺 4月5日 2占.oOD人 20,BOO人 1.15 4.1 -
薬 師 寺 - - - - -
大 和 文 筆 館 5月4日 1.050人 725人 2.40 8.7 21.ロ
由 立 博物 館 11月5日 15.650人 15.65□人 9,00 55.4H 58.2
万 葉 植 物 園 - 占22 4.42 1占.D 25.8
ドリー ムランド l昭和57年腔11月第4月曜El 46,60D^ - 2.5日 9.1 20.0
あ や め 池 57年度4月第5日曜日 55,515^ - 4.55 15.9 25_a
阪 奈 道 路 58年鑑11月1El 2ロ.054台 - ロ.Dd 2.5 -
春日大社鮭番場 58年鑑1月2日 5.Poo台 15占台 ?.75 55.7* ll.2
国 鉄 奈 良 駅 58年鑑 乗車 14月25人 乗革1D.8ー87 1.85 5.7 ll.1












年2月dbjl7(EI日-上架大等大仏殿酎･2月14円は轟点公園春日大社那 恥 おいて ,通過順に約 1/10のナyプ
リyグ ･アyケ- トを行った｡〔大仏殿飢84名,奈良公園125名 合計209名)
2)来訪旺 まず■居住地別の来訪匿についてみると,孟11.4.1のごと(でか ).全数ICは ,はじめて来訪
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5)滞在日程 表11.4.2のごと(,全数の約80%がr-]帰l)客で即).滑走地点別では ,大仏段別がや 低ゝ
く,居住地別では4府県では95･2%に連している｡また遠隔地来訪者においても,日帰り串が50-50%と高い
ことが注EIされる｡
表 11.4.1 居 住 地 別 利 用 度
居住遍 順匪 計 はじめて 2-5回目 5回以上 不 明
奈 .大 .戻 .兵 100.0(141) 5_7 45.5 50.0 0.白
その他の近鹿地方 100.0( 7) 14.0 8占.o - -
常 時 北 陸 100.0( 9) 55.5 占dJ - -
関 束 .100.0( 2占) 2占.9 57.9 15.2 -
そ の 他 l100LO( 2り 50.8 占1.占 27.占 -
汁 100.0〔209) 12.9 50.8 5占.4 0.7
〔 )内は実数
衰 11.4.2 凋査地点および居住地別行動日程
汁 行 動 円 撞
日輪 t) 1 泊 2 泊 5 拍 4油以上
汁 10口.0(209) 81一8 占.1 5.占 2.4 占.1
細萱地 大 仏 殿 前 100.0( 84) 77｣4 ll.? 4.8 - 占.0
点 別 春 日 神 社 100.0(125) 84B 2.4 2.4 占.0 占A
そ の 他 近 畿 100.0〔 7) 吃.86.09 - - - 宅14.叩
束 海 .北 陸 ‖〕0.0( 9) 電44.53) 藍11.1罫 蛋.22.2■》 電11,1.) 吃11.T>
朋 束 100_□(.2占) 54.5 25.1 15.4 1.7 l?.5






＼ 計 (実数) 奈且公周 r三先良公図 某氏公団 奈良公周 奈良公励 奈良公即 奈良公固の み + 西 称 + 南 郊 + 奥 山 +法隆寺 + 混 合 + 不 明
日 棉 t) olrD 鶴 % % % o/o % %一oo.D.(171) 79.8 15.4 0.占 5.5 1.7
1 泊 loo.0_( 15) 占7.5 15_4 0.7 - - - 7.7
2 泊 1口0.0.亡 7) 57.2 28.占 - - - - 14_2
5泊 以 上 100-0.( 18) 8古.5 ll.1 - - - 5.占 -





















終l)に ■本研究の見料蒐罪,姻査実施 ,集計 ,一部の分析は踊田修二碧の協力によるものであることを附記してお
く｡
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12 城崎温泉の レク リエー Vヨソ利用
12.1 研究 の 目的 と 方 法
国民生活における旅行レクリエーVヨンは現在急速に変化しつつあるとはいえ,その鞄金をもたない廟が依然とし
て多('かつ ,施行そのものの軌 こおいてもl泊2日温泉休隼のレクリエー Uヨンが大部分を占めている亡この傾向












蓑 12.1.1 観光レクリエーレヨy客の年次変化 (宿泊客と日帰客の合計)
地点 城 崎 塩 泉 日和山遊 戯 玄 武 洞 ‰ xlDO
1_952 594千人 188.5千人 一千人 45.占% 一%
1955 404 217.8 - 55.9 -
1954 42占 254.2 - 54.9 -
1955 444 24?.0 - 56.6 -
195占 520 297,7 - 57.5 -
















品 旅行規模㌔_ 日 帰 り 1 泊 2 泊 5泊以 上 不 明 計 (%)
近 庚 地+ 51 7 1 - - 59 〔8.7)
兵 庫 県 7 (4) 101 (9) 18 (5) 2 1 129 (27.8)
大 阪 狩 4 lob (?) 14 J4 - 128 (27.占)
京 都 肘 4 54 〔2) 7 1 - 4占 〔10.2)
その他近裁 - 占 2 1 - 9 〔2.0)
鳥 取 51 5 - □ - 54 (7.5)
その他中国 1 (1) 17 (1) 2 (1) - 1 22 (4.9)
中 部 - ll 5 - - 16 (5.5)
その他遭隔地 - 1 5 4 - 7 〔1.5)






















凶12.2.2 乗 埴 時 間 別 分 布































10 10 60 m 100%
虫 12.2.2 旅行口授別放出比峯
放 線行成樫 日 帰 り 1 泊 2 泊 l5 泊 以 上
o～550円 50.占% 0.8% 一 % - Glfo
- 750_ク 5占.ロ 8.7 - -
～ 1.580ク 22.5 17.8 4.4 -
～ 2.500ク 8_5 54.4 15.2 -
～ 5.50ロケ 2.8 17.8 21.8 -
～ 4,500 '^ 17.0 15.2 9.1
～ 7.50OJg 5.5 52.5 54.5
J-ll.000F' - 4.4 18_2
⊥ 15,ロoo,' - - 18.2
計 1DD.0% loo.0% 100.0% 100.0%
V)来遊コースの型
鮎地 コース型 ピストン型 回 遊.型 立 寄 型* その他不明 汁
近 隣 地 100.0 - - - 100.0(41)
兵 怖 県 47.5 47.5 ･1,5 5_? 100.0(150)
大 鹿 府 55.4 . 58.7 0.9 5.0 100.ロ(129)
京 都 府 77.5 18.2 4.5 - 100.0(44)
鳥 取 県 41.5 5.7 乙8 - 100.ロ(55)
5県以外の近畿 22.2 占占.占 - ll.2 100.0( 9)
中 昌 地 方 25.7 占6.5 4ー9 4.9 1ロ0.0(21)
そ の 他 25.0 50.0 1占.7 8.5 100.ロ( 24)



































15 観 光 レクリエーション需 給 の地 域 分 布
15.1 研究の 目的
1 住居レクリ 2 近斡レクリ 5 昧域レクリ
4 通勤レクリ 5 都市レクリ d Jj婦l)行楽
d J 亡非El帰り行射 7 宿泊行楽 7'(東宿泊行楽)
図15.1.1 レクリユーレヨソの場所





すなわち'その地域の居住人口親掛こ対して必要な施設丑が対応する｡しかし'b匪lにおいては 利用額虎が低 ( .
かつ一回ごとの行動において ,目的地の選択の自由度が相対的に商いのが常である｡この結果.ある一つの観光地な
り観光地域の需要推計には不和主な要素がよL)多く入ちぎる軸 も在来考えられてきた一つの推計方法は･ある一
つの観光地区あるいは地域 〔目的地)への来妨者数を居住地 (発生地)ゾーン別に区分し,そのゾ- Yの全居住人口
との比率を時政串とし,これを類似の地区へ適用して類推を行なう方法であるQ鋳致率と目的地の立地轟件との開床






-ンすべてについて.この方法で帝給を推計すれば,理論的 に由葡 'ゾー ン間の流動耕達が把短 され る啓





















各鵡査地点における1/5D面接ま田立で出発地 ,磯煮 .年令 .団体 J旅行EI的 .旅出等の質的内容に関す卑調
査である｡
-.｢城崎温泉観光掴査｣1958年 11月2.5日 (以下Ki158)
西山研究勤 墳 刺 細 略温泉来細 光客について行,た観光客の実軸 糞である讐2)
2) 観光客屈の構造
観光客はその観光EI的にしたがって年令 .性別 .職薬 .収入などに或る傾向があると予想される.前記三貴料
を中心にこの分折を進める｡
(a) 年令 国鉄o)定期外旅客はその旅行目的によt)生産的旅客 (公用 .社用 ,商用･･t･･)と消兜的旅客 (鶴











珪2) 〝 和光地の鞄 軌 こついて.1958年麺薬学貞道栽支部報告
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式 15･211 観光無雑のEZ的別年令相成 (T- 57) (*)
年 令 -6～9一12 l一-15 l-19呈～29F～59～49 一59 ～占9 70- 計
体 育 運 動 1.0 5.占 54.8 5占.□ 15.4 7,5 2.2 1二島 - 100,0
家族同伴の慰安行楽 - 24,8 0.2 口.2 5.0 25J 27,5 18.4 16.9 占.o 2.1 108.ロ
その他の慰安行楽 - D.2 0.5 5.占 51.5 25.5 l?.5122 12.75占 _4.9 1.8 1DO.ロ
修 学 旅 行 5.8 419 107 14占 .2 1.0 - - 00
神 仏 詣 0.2 8.8 8.2 18.4 ld.2 7.0 100.0
卓 図15･2･1 観光日的別年令構成 (T-57)
0-5才 6-9 10-12 15～15 16′1920-29 カ～594D～49 50-59dD.･1好 70
0 10 20 加 川 50 60 70才 1020 卦 川 506070才





























第 1次 第 2次 第 5次 蛾.学生生徒 全 平 均
国 鉄 (T-56〕 口.占5 1.50 2.5占 0.77 1.00
国 鉄 〔T-57) 0.占7 1.25 2.5D 0.78 1.00
鼓 15.2.2 観光目的と従申産業 〔T-57)
産 業 過林 担 束転巣 建設 - 磨 運.輸遍間組 公務 その 学生 匝 職 その
休 育 運 動 0上l - 2.0 llB 6.4 33 15 15.0 107 1.6 14D 1.9 1.6 100_0%
家族同伴 恕安行 楽 109 09 2.0 2.3 lag 335 3丘 55 1.1 9.3 09 15 15.1 05 loo.0
その他の恕安 行来 ll.4 15 LB 150丘 14n 30D 45 56 1.5 612 2D 5D 141283 1.1 100.0
修 学 旅 行 - - - loon 100.0
神 仏 詣 28D 脂 03 ユ 147 13 9 OB 13 OB _I
人 口 lB20 580 1001β20I,6607.040 2J)703朗0 7501ユ70 2021360143301280090300千人
垂稗 1,00
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おいて交通鞄陶の利用条件 ,頼光内容,レーズ ン等で変化があリ,各府県一棟とは考えられないが ,この点は,一応




年 次 国 鉄 私 鉄 観 光 バ ス 汁
195占年 17010DO 62,ODD 88,ロoロ 520.000回
1957年 1占0,000 58,000 101,00ロ 552.000
5)供給の地域分布 地域別の供給力の分布を知る方法として,ホテル 旅飴等の宿泊施設の収容能力を上記の
都道府県内の単位観光需要丑についてみる｡観光帯封ま,その大半が当法府県内で充足されると考えられるが ,他肝







中京地区 - 長野,石川 ,福井 ,京都 ,亮点 .三笠
京阪神地区一 束都 ,素点,三重 ,和歌山,香川.徳島 ,兵臥 .鳥取 .福井 '石川
北九州地区 - 大分 .長崎,佐賀 ,脂本
この晒朗が各大都市圏よt)の利用密が比較的有い地域と考えられる｡
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讃 15.2.5lA 表 15.2･5-B
都道肝県別観光陀行諾要丑の推定 宿泊施設の数及収笹人数
却辺肺県名 1人当り観光回数/早 延観光回数/午 lEホ テ ル 数 旅 館 致 推定収容人負数 t人口 1万人当り収等人簸放
北 海 道 回/辛 千回 軒 秤 人 人倣*3.8 +l2,350 ++4 ++2,973 **♯49,508 榊*40.0
育 3.3 一■538 694 34,20D 195
岩 手 3.2 1,530 ■.- 5基7 13l209 292
宮 城 3.6 5,520 3 792 29,川t) 525
秋 毘 3.2 4-350 5畠3 l9I300 442
山 形 3.3 1,450 - 337 L5,tlOO 339
福 島 3.3 6,800 - 1.376 45,900 675
安 城 3.I 6一Sl川 873. 15,丁oo900 2145l
栃 木群 馬 3.5 5,HO500 2 89368 2,I)38500 52Ju
埼 玉 3.7 8,290 - 130 7,900 9.67
千 垂 3.5 2,090 - I,082 L9,300 27.4
頒 京 5.3 H>40t) 30 3,3悶 S耳llOO 21.4
神 奈 川 I.9 Z4,SOD 13 I,686 47I508 33.I
新 潟 3.l 8.BOD 一 I,JgJl 38,000 15.9
宮 山 3.7 3,748 1 519 lD,800 23.a
石 川 3.7 3一258 1 788 16,500 51.0
描 井 3.5 2,660 一■■ 49l 15,280 57.0
山 梨 3.5 2.780 4 5日 22,3Dn 80.5
長 野 3.4 6I800 7 1,642 55,ODD .畠1.0
岐 阜 3.7 5,820 1 1,218 22J9M 39.2
静 岡 3.A lOI100 6 2,DOS 一一,100 43.9
愛 知 4.2 ll,loo 6 2.362 32I400 29.2
盤 3.6 5,320 i 1,312 3一,600 65.0
滋 賀 3.4 2,920 2 161 Ll,too 38.3
京 都 4.7 9.D3ロ 3 I,741 54,000 60.1
大 阪 5.0 22,900 3 2,6D3 55,ロoo 21.0
兵 碑 1.3 15.600 5 LJ999 47,580 30.5
奈 良 3.g 3,ODD 3 743 28,500 95.8
和 歌 山 3.8 3,名Sq - 1,026 26,500 6g.D
鳥 取 3.5 2,1l川 - 2一日 10,200 18.ら
島 根 3.3 3,060 - 663 12,goo 12.0
岡 山 3.5 51830 I lJl7 27,500 17.4
広 島 4.0 81550 I 2.0.46 JO.500 41.5
山 口 3.i 1,200 1 1,150 20,goo 相.5
徳 島 3.4 3.000 - 745 15■900 53.0
香 川 3.7 3,4名0 -■ 1,217 31,loo 89.5
愛 捷 3.6 1,310 - 627 20,000 絹~.5
高 知 3.i 2.750 703 12,500 15.7
福 岡 1.1 16I880 7 21369 4畠IOM 2B.6
佐 賀 3.6 3,510 5 553 L5-loo 43.0
長 崎 3.且 6,600 4 1,234 30,50n 46.5
鵬 本 3.5 .6,520 2 i,SIS 31,500 18.8
大 分 3.5 1,40D ■- i,Jl5 34,300 78.2
宮 崎 3.3 3,710 ▼- L512 l0-300 27.8
鹿 児 島 3.0 6,ユ30 I I,188 23■300 38.0
+本文推定方法容周のこと｡
榊 原生省:現場衛生関係営光来席別施設♯硝(1957)



























国 鉄 私 鉄 硯光バス
(1)椙光乗車率 1,8 2.0
(2) 凍行当り褒車券購入回数 1.2 1.2




? ? ? ?
?
? ? ?
<揃 > その後に行われた全国規模の凋亜資料として総理府が19占2年に行った ｢全国旅行動態調査｣がある｡
この結果から肘県問宿泊レクリエーVヨソ施行者流動の井出を行った如)を次に示す,裾壁分布においては.












′､.国 鉄 :旅客質的調査1959年 (第Ⅱ輩参照)
ニ.西山研究室:レクリエ-Vヨソ外出渦宜19占2年
イ～ロは,出発地と臼的地との関係が ,都道府県で示されているので ,これを各府県庁所在地周の距離に換井した｡
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14 観光レクリエ- V ヨ ソ地域における流動構造
























) 沿 理 解
梅脚 の大部分は親潮洗うリアス式韓韓であり,東岸の一軌ま白砂青松の原観を呈している｡潮岬の展望とや 内ゝ陸









によって海水浴 .キャンプ,釣などの特定 自然輯掛 こ依存する観光t/クリエーVヨyは次掛 こ広域化しつつあl)I





































すなわち,主な流入ルートは和歌山 ,高野山 ,吉野 ,伊勢志摩であり.それらの北部地域だけの宿泊数で全体の
71%をも占める｡次に南部の磯光地に到達するうちで白浜は150万 ,勝浦100万と紀勢線の西側からのアプ








































の柵 の登山に重-ては ,せい判 ､全体のtD～+0の比乱 か占めないO (この比加 .如 刑 エーVヨy旅行 〔
〔宿泊をともなう〕の全国タイプ別棟戒の5ち.登山とほ ･ゞ一致する)しかし,登山そのものの普及,自然旅路Vク






















園 14.2.5.2 地 点 別 観 光 流 入 数 の 動 向
? ? ?





1958 1959 1960 19占1 19占2
1ー98-









ころが大きいが ･後割 まもっぱら自然環境に依存するoLたがって ,そ の空間利用において も,前者では集約
的 高密 度利用･後者では疎放的低密折 u用を必要とするOそして.余暇そのものの増大,哨攻支出舵力 ,余暇利用

























居住地 尾 月又 県 堤 根 県 計
架 北 ｢人 (- ) 1人 〔1.1) l^ ( 0.4)
北 陸 4 (2.4) - ( -1 4 ( i.占)
* E.% - (- ) 8 (8.9) 8 ( 5.1)
近 畿 85 (50.5) 52 (555) 117 (45.2)
鳥 取 県 17 (10.1) 4 (4.4) 21 ( 8.2)
島 根 県 25 (15.8) 25 (25.5) 46 (17.8)
山 陽 55 (20.8) 14 (15.占) 49 (19.0)
九 州 4 (2A) 5 .(5.7) ? ( 5.5)
( )は%
抵哩大臣官房 '全国旅行動鰯 査 19占2に 上るD
表14.5.2 ｢般定欄外旅客流動状況 (米子鉄道管理局管内,19占1)
発駅所在地 流 助 人 月 構 成 比
北 海 道 2.2毛へ 0.01%
髄T 北 5.5 0.ロ2
関 -jk- 98.1 ロ.54
準 睦 14.5 ロ.D8
中 部 41.4 0.21
近 戯 882.2 5.40
山 臆 1占.248.5 86.5占
山 1.182.占 a.5D
四 国 59.5 0.50
九 州 148.7 8.80
表14.5.5 宿泊客の居住地別分布の推定
地 域 流 入 人 月 碑 砿 比
自 県 内 25.0万人 10%
近 庶 姻 125.0 50
山 隈 5ロ.0 20
山 陰 57.5 75
そ の 他 12.5 5
-20D-
図 14.5.1 年 次 別 観 光 客 数
ぎ人807占白542-1 静 丘
山
大 ･生411.●■●■■●■ 一■■■一■-■●●■tH 一●▼
9.-..,'l:
鶴 _- 一■一■′■一一′一■′一 ド
一■一





盟 14.5.4 観光客数の年次変化 1962
(単位:人)
1958年 1959年 ,19dOiF 19占 1年 l19占2年 I19占2の 0,.; i星×10058
東班 岩 井 温 泉 58,8占1 40.525 4ロ,54占 42,18ロ 46.58占 i.5 12ロ
鳥 取 温 泉 181.Dd7 795.225 181一787 187,540 220,占11 6.2 122
鳥 取 砂 丘 847.12□ 80占,995 319.占15 855.554 8占2.511 24.5 102
プロ 富 岡 温 泉 120_155 121.158 122.7占1. 124.117 Td1,8□9 4.A 155
プク 浜 村 温 泉 107.528 109.402 107.?18 110.209 157.558 5.9 128
鹿 野 温 泉 - - - - 2.870 0.1 -
小 計 1.294.711 1,271.281 1.272.占27 1.299.20(コ 1.451.525 40.4 111
中皮 境 郷 温 泉 104,占15 lop.792 119.ロ2占 120.4占4 144.985 4.1 158戒 律 温 泉 45.615 45,047 45一515 46.541 59.272 tフ 15占
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14.4 要 約
































をもっていた｡ しか し .資本主鮭的な社会的分業に代表される賃労働はいもじるし(部分化 し
単純作業化 してしまい彼らが生産労働に創造的に轟加する庖会は決定的に失われてしまゥた｡




しか し ,褒本主義のもとではあくまでも労働者階級は生産者としての主体性をもたないか ら.
レクリエ-シヨンは消兜活動であっても創造的な生産のための準備的過程としての学習および
創造行為として十分に意放 されていない.
















動の対象 (軌 亡､の対象)では .知的なもの ,芸術的なもの ,造形的なもの .体育運動的なもの
さらにこれらの要素をふくみつつ日常的な生活等境をはなれる旅行レクリエーションなどがあ
I).この姿勢と対象によってレク Tjエーシヨy行動の類型化が可能である0
8. レクリエ_シヨンの姿勢は l生活における時間的 ,経済的またエネルギー的余裕が増大する
につれて .休息から曝つぶし .気分転換 .壌極化追求 さらに創造と社会的遭元 (自発的労働)
まで発達する傾向をもっている｡
?. レクリェIシヨン対象は .上の姿勢の梯極的にともなって .次斜 こ分化 .多様化する傾向を
も19ているo
lO.Vク t)エーシヨソ行動を発展させる諸要因の関係は次の如 くである｡




するが .一般に各タイプの余暇に共通して保有上の階層差にみられる岸生 ,専門触 .事務労働
者屑では比敏的余暇保有丑が大で ,労務職 .家庭主始それに中小自営業者は小である｡
























その要求理由では . ｢士や線に親 しむ｣ ｢日光浴｣っいで ｢運動不足の解消｣であり.主癖層
では ｢子供をあそばせる｣という理由がこれに加わる｡
18.要求を実現する障昔では .まず ｢余暇の不足｣ついで.｢適切な空間壊境の欠除｣が一般的











つては ,最少限必要な空間環境の水車すらないことを示し .前者では .それらが浦たされた場
合 .それ以上の活動墳求の充足は余暇の増大なくしてあり得ないことを示している｡
28.これ らの調査結果は .もし余暇時間が拡大されると.戸外 レク リエーション空間に対する利
用栗東が飛躍的に増大するであろうことを示している｡スポーツでは加えて適切なレク リエー








わち個々の行動に見合 った単位空間 (質素)とそれらの局地的な配置 (構成)であるO単位空
間には ●単一型と複合型がある｡前者は .テニスコー トやレス トランのごとく,その空間で行
われ る行動の原単位的なものであり,後者は ,観光地やスポー ツセ y クーなど.計画単位 とし
ては1っであっても複数の単位空間の組み合わせ より構成される場合である｡




榊2 叫1付加税と剛 帥 川帰 艦別レクf)エー 打 てナンfj'如ul馴 'JfL
??
???
1人 当り般小所輩 lh-械 (rv人)
24.レク')エ-Vヨン乎湖のいま1つの鹿本的な条件は窮境の質的内容である.地境利昭の刈Iu
新顔をたて/LJお二磯か らみると.太別 して ,栄泰壌填型と施没凄塊型に分壬ナられる一事前者は,そ
Q)智閥の f:.没な性格が ,既存a)(束触発を含めて)すぐれた自然や歴史文化的岨Jなど 特J:
のレJ/ lJエーL,'Mdン常軌 こよって決寵されるものであり.後者はそうした鞍帝の特出件に制約
を受けるこJ二なく.入J_杓な糞斧によって自由に立地趨鼓 させることの可能な甥1翔であるO
これ*JLにZHな内容と対応させながら区分 し,25の規模 ,務ま製との鵜鏡をみると 卜的d)
ごと,う軌弔JLlが町舷となるO
脚5 利 息脱税 ･刷川密度と現場性
七 . 低人 小小 砧申
人 .rb申 蕗 諒 :描 #:I..I.'r: I
小 . 砧監韮 疑 墨 書萎 :繋
申位 利用 1 Zil M Fb_ u 射 り怒 声 休 声 戸 rl 惟
触棲 ㈱硬 群 一 誌 農 芸 芸
ー211-
25. 上のような類型理論を現在的発 され .かつ利用上の矛盾をもついくつかの典型的なレク1)
ェ-シヨy空間に適用してみると .休息的空間は専用性が低 くかつ小規模 J高密であるから
岡密な市街地内でも供給可能である｡同様に中 .大規模であって も高密度利用の可甫巨な空間
は多く.商業的な娯楽施設にみられるが.これも民間ベースで供給されるD 一番問題となる





















29r､全般に日帰 り.宿泊行楽を通 じて ,時間的制約が大で .巳的地の括動け消極的 .短時間の
ものが多く.走行型レクリエーションが中心となっている｡











1) では ,専用的な空間の拡大とともに兼用的な空間の並価 .適切な利用タイプの開発の2っ



































55. 常襲ポテンシャルは ,起点からの距離 (時間およびコス トによる)が増すにつれて急速に
低下する｡現在では,日帰り行楽にあっては,約半数が50キロ幽内に .90帝までが .
100キロ細内に .1泊旅行にあっては .約半数が 150キロ圏内に75帝が250キロ圏
内に収れんする｡
54. 宿泊旅行においては 1泊までが的 dU帝 ,5泊までで .全旅行回数の約90帝を占める｡






が .将来の戸外レク リエーション活軸要求の拡大 .とくに碗光施行における低野自然草境利
用を考えると単位観光地域内において大型 .中密鑑の宿泊基地とその周辺における低番自然
行楽地 ,それ らを局地ルートで連結する空間構成 システムの必蛍が予想される0
57. 日帰 り行楽地においては ,さらに平均的な空間利用額鑑を高くする必要があるが ,一方で .
高 ･中低密の多様な利用要求に対応するため .マス流動 を受けとめかつ一部を地区内に低杏
拡散するための結節点としての休日センターとその間辺の緑地といゥたコン トラス トある空
間利用が必要となろう｡








利用をはかるとともに残 る地域は低密自然環境を保持 し,コン トヲス トある空間構成を
はかる｡
内に連鎖的に配置する｡各地域内には中.高密の休暇基地を促き集約的な空間利用をは
かるとともに .残る地区は低密利用とし.かつ自然と人間の間の多様な対話が可能とな
るような変化のある空間練成とするD 現在の自然公園はすぐれた斜度であるが実際
には観光スプロール現象･に対して無力である｡大規模な集団施設地区開発 と強力な自然
丑 境保全によらぬは ,現制度の実際的効果は発拝できない｡
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